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　 一 ベダムニ族の社会構造 と世界観

林 　　 勲 男*

 Fi: and Uda La:su or Bone and Flesh: 

Social Structure and Cosmology among 

 the Bedamuni of Papua New Guinea

ISao HAYASHI

   The main purpose of this paper is to examine the Bedamuni's two 

oppositional concepts of social structure; fi: and uda la:su, and the ex-

tent to which these concepts are related to their cosmology. 

   Each Bedamuni individual is a member of his or her father's clan 

called fi: and derives clan identity from a body part of a mythological 

woman, from a totem, from clan territory and from sacred sites in their 

land. Besides one's own clan, the term fi: is used to refer to the clans 

with which one's clan does not intermarry, and whose members of the 

same generation are classified as siblings. The norm of fi: exogamy is 

strict and marriages are arranged on the basis of sister exchange be-
tween clans. A man having no sister is provided with one by a man of 

his own fi:, including both his own clan and its alliance clans. This 

woman is then exchanged for a wife. Men mostly exchange their sisters 

with clans categorised as uda la:su. These oppositional concepts of fi: 

and uda la:su do not mould a moiety system in the Bedamuni social struc-

ture. Instead the social structure has complicated features. A configura-

tion of clans into these two categories differs from one clan viewpoint to 

another, and there are clans with which one's own has little interaction in 
everyday life due to distance. The possibilities of inter-marriage with
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those clans are uncertain. 

   After discussing complicated features of fi: relationships between 

clans, I deal with a kinship category which is regarded by the people as be-

ing similar to a sibling category. Marriage with those in this category is 

strictly avoided, even though they are members of uda la:su. In addi-
tion to this category, matrilateral clan members are also excluded as 

potential spouses. In order to understand the fact that some people of 
uda la:su are excluded from the category of potential spouses, I examine 

folk knowledge of paternal and maternal substance which form a child 

and human body components. As shown in the kinship terminology, 

the matrilateral clan members are recognised as sharing the same mater-

nal substance and are categorised as a group with no internal distinction 

but sex difference among them. Maternal substance is also believed to 

be shared with those whose mother is from the same clan. Clan identity 
is expressed by the Bedamuni using a word for bones, in other words, a 

clan is believed to be a group all of whose members share paternal 

bones. In order to reproduce its members a clan has to be supplied with 

maternal body components, represented by flesh, through women of uda 

la:su. It could be said that sister exchange with uda la:su is the exchange 

of flesh to form new members of each other's clan. 
   The Bedamuni believe that they live in a reality consisting of two 

dimensions, one of which is material and tangible, the other spiritual and 
intangible. The people live in this dual reality and their experiences of, 

for example, dreaming, spirit seances and suffering from sorcery are 

believed to be located on the boundary between these two dimensions. 

Interestingly, the complementary opposition of dual dimensions of reali-

ty is entwined with the concepts of fi: and uda la:su. 

   The consumption of human flesh in the past also took place between 

uda la:su. In other words, one was provided with flesh not so much 

 from  fi: as from uda la:su for consumption, as well as for the production 

of new members of one's clan. Furthermore, a human soul is believed 
to survive after death in the form of a wild animal, fish or bird, and it 

could be hunted only by the uda la:su members, not by fi: members. 

   To sum up, the conceptualisation of marriage in terms of fi: and uda 

la:su represents part of their cosmology, and is related to notions concer-

ning human body components, substance activity and soul/spirit activi-

ty.
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W.お わ りに

1.序 　 　 論

　親族関係が,社 会 的 ・文化的に構 成 された関係であるこ とを前提に論 じてい くこと

V',ほ とんどの人類学者 は同意す るもの と思 う。あ る社会 の成員は生物学 的に,そ し

て物理的 に存在 してい るが,彼 らの関係はその社会 に住む人間の想像力の産物であ り,

この想像力が彼 らの生物 的関係と,権 利 や義務を規定する社会的関係 とを別 のものと

してい る。 また,人 間の形成,成 長,消 滅その もの と,こ れ らをめ ぐっての観念 がや

は り別の ものであ ることも明 らかで ある。そ して,親 族関係を含めた社会関係が,人

間の想像力の産物 である以上,そ れ は他 の社会 ・文化現象か ら全 く分離 した ものでは

ない。

　 パ プア ニ ュー ギ ニア には,双 分構 造 を持 つ 社会 が,パ プア湾 岸 の後 背部 低 地

【11/IAHER　1967;HAu'oFA　 1971;CRAWFORD　 l981】,南 西部[WILLL!1M$1936】,セ ピ

ック地方 【THURNWALD　 1916;BATESON　 1936;KAB$RRY　 l941;MEAD　 l947;G肌L

1975;TuzlN　 l976】,ニ ューギ ニア本島の北東 の島h[POwDERMaxER　 1933;EPSTEIN

1969;HoGBIN　 1970】 な どに見 られ る。双分構造 を持つ社会の中で も,外 婚半族が存

在す る場合,こ の社会構造 はあま りに基本的で単純 に見r,`かxっ て,そ こには社会

を編成する世界観や コスモ ロジーと呼ぶ ような,分 類の原理 が働 いてい るのか,そ れ

とも婚姻 とい う互酬的行為の結果 として現われる 「沈殿物」なのか との疑問が湧 いて

くるか も しれない。パ プァニューギニアに見 られ る双分構造 の多 くは,婚 姻制度 と結
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びついた外婚半族 を持たない,そ のためかえ って複雑 な双分構造を見せ ている。

　本稿では,パ プアニューギ ニア西部州に住 むベ ダムニBedamuni族 の,婚 姻制度 と

結びついた二 つの集団 カテゴ リーであるフィー塗 とウダ ・ラースuda　 la:suを 取 り上

げる。 この二つの集 団概念は,ベ ダムニ族のすべ ての人 々を この どち らか の集団に分

類す るものではない。各 クラ ンごとに,フ ィーとウダ ・ラースの編成が異 なるとい う

ものである。 この フィーとウダ ・ラースの編 成は,こ れ まで婚姻 システムの結果 とさ

れてきたが,本 稿の 目的 の第一は,フ ィー関係の成立基盤は多様であ り,そ のこ とが

フィー とウダ ・ラースの関係網の複雑 さの背景にあ ることを指摘す ることである。そ

して第二 に,身 体構成論や贈与交換,狩 猟活動 お よびそれ らに関わ る言語表現 を検討

す ることを通 じて,ベ ダムニ族の世 界観1)と の関係 で,フ ィー とウダ ・ラース とい う

二つの集 団カテゴ リーの相互関係の位相 とこれ らの カテ ゴリーの文化的構成 を考察 し

たい。

皿.ベ ダ ム ニ 族

1.概 観

　ベ ダムニ族 は,パ プアニューギニア西部州 の東端,南 高地 州 と接す る熱帯雨林に住

み,ベ ダムニ語を話す人 口約4,000人 の 言語集団であ る。言語的にはボサ ヴィBosavi

語 族(ト ラソス ・ニ ューギ ニア語系中央 ・南 ニューギニア語族群 に分類 されてい る)

に属す。文化的には,西 はStrickland川 流域か ら東はKutubu湖 周辺V'か け て居住す

る他 の言語集団 と多 くの共通点を持 ってい る。特 に,東 に隣接す るEtoro族 とは言語

的 お よび社会構造的 に最 も近い といわれてい る(地 図1参 照)。

　 かつ ては熱帯雨林 の中に散在す る50前 後の共住家屋 デ ィアス ・セ ダデdiasu　 sedade

(長 い家,以 下では ロソグハ ウス と呼ぶ)に 分散 して住んでいたが,オ ース トラ リア

統 治政府の行政上の便宜 のため,1960年 代 末か ら1970年 代 前半にかけて,複 数 の ロソ

グハ ウスを統合 した村 に定住す るよう指導がな され た。筆者が調査を実施 した1990・

91年 に は31の 村 に分散 して住んでいた。村の位置や構成成員は,決 して固定的 なもの

ではない。村内あるいは村落間での紛争発生に よ り,住 民の一部 が他村に移住 した り,

あ るいは別 の場所に新 たに村を作 ることもめず らし くない。 また,邪 術や悪霊 によ り

1)世 界観とは,あ る社会の成員が彼らの生きている世界を構成 し,そ の中での自分達や他の

存在物についての思考の仕方である,と ここでは定義 しておく。
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地 図1　 Strickland-Bosavi地 域 お よび そ の 周辺 に住 む 諸 民族 の分 布

連続的に死者 が出た場合には,村 人全員で別の場所 に移住 して新 しい村 を作 ることも

ある。

　村 内には,一 つの クランが単独で,あ るいは 「キ ョウダイ」 クラソと共 に ロソグハ

ウスを建設 し,ク ラソ成員やその配偶者 が住んでい る。住民の多い 村には複数の ロソ

グハ ウスが ある。 ロソグハ ウスは間 口が5～10メ ー トル,奥 行 きは30メ ー トル近 いも

のもある。屋根にはヤ シの葉,壁 には竹や クロヤシの木を使 ってい る。その内部 は,

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 363
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先ず正面の入 り口を入ると複数の炉がある土間,そ の奥に男女別の寝室部,そ して最

後部に男性のみが利用できるベランダに分かれている。最近では,キ リス ト教宣教師

の指導によって,村 内に家族 ごとの小さな家屋を建てるようになってきている。 しか

し,社 会生活にとって重要な相談,あ るいは男子成人儀礼や婚礼儀礼など多人数が集

まる機会には,ロン グハウスは依然 として重要な機能を持っている。

　彼らの主食は,30種 類以上の料理バナナとヤムイモ,タ ロイモである。これらをサ

ツマイモ,パ ンダヌス,サ トウキビ,キ ャッサバおよび種々の緑色野菜が補 う。サゴ

ヤシから採取する澱粉をも利用するが,Bosavi山 周辺や,　Kutubu湖 周辺に住む他の

言語集団に比べてその利用は少ない。豚も飼育されてはいるが,そ の数は少なく,イ

ノシシや有袋類,鳥 類,魚 類などの狩猟に動物性蛋白質を頼っている。週に一度か二

度開かれる市場で,狩 猟や漁撈 の獲物や畑作物などを売って得る,わ ずかな収入しか

ないほとんどのベダムニ族にとって,缶 詰や白米は祝宴の時以外に食すことのできな

い高価な食品である。

　ベダムニ族は,パ プアニューギニアの中でも外部との接触が最 も遅かった集団の一

つである。Strickland-Bosavi地 域に住む他の言語集団 と同様に,オ ース トラリア統治

政府やキ リス ト教宣教師により,1960年代半ばから1970年代初頭にかけ,戦争 ・食人 ・

「儀礼的同性愛行為」を禁 じられた。1971年 からベダムニ族内でキ リス ト教の布教活

動を しているオース トラリア人宣教師によると,人 口のほぼ7割 がキ リス ト教徒 とな

っている。小学校はMougulu,　 Adumali,　Fumaに あ り,簡単な医療施設 もこれ らの外,

Sadubiに も設けられている(地 図2参 照)。 しか し就学率は低く,入 学 しても6年 間

の小学校を終えずに退学してしまう子供達が多い。また,病 気や怪我の治療のために

医療施設を利用するのは近隣の住民がほとんどで,大 怪我か大病でもない限 り,長 距

離を歩いて治療に来る遠村の住民は少ない。現在でも結婚,豚 の盗難,邪 術をめぐる

争いは頻発し,そ のことが長期間にわたる不和をもたらすことも希ではない。「成長」

の観念と密接に結びついた成人男性から年少者への精液の伝授行為 自体はすでに行わ

れなくなっているが,子 供,家 畜動物,畑 作物の成長は常に人hの 重大な関心事であ

り,「成長」の観念およびそれを妨害する力の観念は,食 物禁忌,呪 術,儀 礼,交 霊

会などに具体的行為 として現われる。

2.二 つ の集 団概 念

　 Strickland-Bosavi地 域 に住 む他 の言語集団において,ベ ダムニ族 の集団組織力 は,

戦 闘を通 じて広 く知れ渡 って きた。Nomad近 隣 の諸集団が,比 較 的容易にオース ト

364



林　　フィーとウダ ・ラースあるいは骨 と肉

ラ リア信託統 治政府 のコン トロール下に入 った背景 には,彼 らのべダムニ族 の襲撃 に

対す る恐怖心が あった2)。1962年1月,Strickland川 中流域 のパ トロールに派遣 され

た オース トラリア人巡察官は,そ の報告書に次の よ うに書いてい る。「我hが ピア ミ

族(ベ ダムニ族)の 襲撃か ら彼 らを護 って くれるだろ うとの期待 があることは疑 いな

い。二つの川(Nomad川 とIsomo　 lff)が 合 流す る地域の土地を(巡 察基i地を建設す

　　　　　　　　　　　地図2　 ベダムニ族の村の分布(1991年 現在)

番号は表1中 の村名に付された番号 と一致 している。点線で示されているのは,幅2メ ー トル

余 りの道である。Nomadか らパ トロールのための小型 トラックが通れるようにと作られた。

2)ベ ダ ム ニ族 が住 むStrickland-Bosavi地 域 とは,西 はFly川 の一 支 流 で あ るStrickland川 中

　 流 域 か ら東 はHigigio川(Kikoli川 上 流 の名 称)一 帯,北 東 に 走 るMuller山 脈 に よっ て 中央

　 高 地 と隔 て られ て い る熱 帯 雨 林 帯 を 指 す 。 この地 域 に住 む 言 語 集 団 は,Konai族,　 Kubo族,

　 Samo族,　 Gebusi族,　 Honibo族,　 Oibae族,　 Kalamo族,　 Hesifi族,　 Bedamuni族,　 Etoro

　 族,Onabasulu族,　 Kaluli族,　 Sunia族,　 Kasua族,　 Aimele族,　 Kamula族 な ど で あ り,社

　 会 文 化 的 ・言 語 的類 似 を 示 して い る[Sxaw　 1986;K肌Y　 1993】。 しか し同時 に,こ の地 域

　 の周 辺 に 住 む 他 の 言 語 集 団 との類 似 に も留 意 す べ きで あ る。 例 え ば,Hegigio川 の 西 側 の

　 Bosavi山 域 に住 むKaluli族 やKasua族 と,東 側 のFasu族 やFoi族 は儀 礼 での歌 の形 式 がか

　 な り似 て お り,伝 播 を認 識 して い る場 合 もあ る。一 方,Strickland-Bosavi地 域 内 で あ って も,

　 言 語 集 団 間 の 社 会 文 化 的 差 異 は あ り,そ の こ とは あ る程 度 まで 認 識 され て い る。 例 丁ば,

　 Bosavi山 とSisa山 の 間 のPapua台 地 に住 むKaluli族,　 Onabasulu族,　 Etoro族 は,か つ て,

　 男子 の成 長 を 促 進 す る 目的 で年 長 者 か ら年少 者 へ の精 液 の授 受 が 行 わ れ て い た が,Kaluli族

　 で は肛 門 へ の 注 入,Onabasulu族 で は身 体 に なす りつ け る こ と,　Etoro族 で は フ ェラ チ オ に

　 よ って い た。 そ して これ ら の 差 異 を,彼 ら 自身 が 認 識 して い た 【KELLY　 l977:16;ERNsT

　 1991:5】 。 これ らの 言 語 集 団 の社 会 ・文 化 の比 較 は,Kelly【1993]に 詳 しい。
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るために)提 供 しよ うとい う彼 らの申 し出は,こ うした彼 らの感情に よる ものであ ろ

う」【KIUNGA　SuB-DISTRICT　 1962】3)。

　 ベ ダムニ族は近隣諸族 との抗争だけでな く,そ の内部 におけ る紛争の多発 とその激

烈 さによって も知 られ,現 在の彼 らの生活において も,邪 術,結 婚,豚 の盗難等をめ

ぐる争 いは頻発 し,弓 矢 に よる戦闘に発展す ることも希ではない。 これ らの問題は当

事者個人だけの問題 ではない。む しろ,こ うした問題が起 きた時,フ ィーft:と 呼 ぶ

父系 クラ ンの成員すべてが紛争当事者 とな り,彼 らの配偶者や,「 キ ョウダイ」 クラ

ソの成員 を も巻 き込む ことが普通であ る。 この 「キ ョウダイ」 クラソについては後 に

詳述するが,と りあえず簡単に述べてお くと,自 己の クラソと同様に フィーと呼び,

そ の同世代成員をキ ョウダイの関係名称で呼ぶ クラソである。 「キ ョウダイ」 クラ ソ

を含む フィーの中での結婚は禁 じられ,配 偶者はその外部か ら,と りわけ ウダ ・ラー

スと分類 され るい くつかの クラ ソの中か ら探 し求め られ る。 ウダ ・ラース とい う表現

の原義は 「女性 二ウダ」 の 「獲得=ラ ース」 である。

　 自己の所属す る父系 クラソお よび 「キ ョウダイ」関係にある父系 クランと訳せ るフ

ィー,そ して通婚関係にある父系 クランであるウダ ・ラース とい う二つの集団概念は,

ベ ダムニ族の社会構造の理解 に と り重要である
。 さらに,集 団概念 も人間の認識 に基

づ く分類である以上,生 業活動や宗教 ・儀礼活動 をも含めた彼 らの世界観を理解す る

のに も,そ の糸 口を与えて くれ るものであ り,同 時 にこれ らと切 り離 しては,彼 らの

社会構造 を十分に理解する ことはで きない。

　 自己の クラン内および 「キ ョウダイ」 クランとの関係は,男 性的 なイメージで表 象

され,そ れに対 してウダ ・ラース との関係は,女 性的 イメージで捉 えられている。所

属す るクラソを尋ね よ うとして 「あなたの フィーは何か」 と人 々に質問す ると,住 ん

でい るコ ミュニテ ィの名を答 えるこ とがある。 フ ィーとい う語 は,自 分の所属す る ク

ランとその 「キ ョウダイ」 クランを指す以外 に,集 団一般に対 しても用い られ るため

であ る。厳密 に クラソの意味 で使用す る場 合は,男 を表わす ドゥヌdunuと 共 に,ド

ゥヌ ・フィーdunu　 ft:「男 の集 団」 と言 う。実際,あ る特定 の クラソの成員は誰 か と

尋ね ると,男 女を問わずほ とん どの者は,成 人儀 礼を終 えた男性成員 の名前のみを列

挙す る。 クラソ表象 におけ る男性優位は,後 述す る ドゥヌムニ神話 にお いて も看守 さ

3)括 弧 内 は筆 者 補 足 。Nomadの パ トロール ポ ス ト周 辺 に 住 むSamo族 やGebusi族 な どは べ

　 ダ ム ニ族 を ビア ミ族 と呼 ん でい た た め,当 時 の オ ー ス トラ リア人 巡 察 官 達 もそ れ に倣 っ て い

　 た 。Strickland-Bosavi地 域 に おけ る部 族 間戦 争 につ いて はKelly[1977:18-19],ベ ダム ニ族

　 のGebusi族 領 土 へ の 侵攻 とGebusi族 の 「ベ ダム ニ化 」 に 関 して はKnauft【1985:8-9】,ベ

　 ダ ム ニ族 の南 東 地 域 へ の 影響 につ い てはSchieffelin【1976:12】 を それ ぞ れ 参 照 。
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れる。神話的女性 ドゥヌムニと対立するクラソは男性として表現され,神 話の最後の

部分では,ド ゥヌムニを死姦する男達として描かれている。

皿.フ ィ ー と ウ ダ ・ ラ ー ス

1.フ ィ ーの 結 束

　 「キ ョウダイ」クラン関係を含めたフィーが,社 会的に機能する主な場面は三つあ

る。第一に紛争時の連合勢力として,第 二に儀礼の共同遂行者 として,第 三に婚姻が

女性交換の形でアレンジされる時に,交換のための女性を提供する単位としてである。

クラソ内部および 「キ ョウダイ」クラソとの結束の堅さを示す出来事は,調 査中に筆

者の身近に数多 く起きた。そ うした中でも,フ ィーの重要性を人々が強 く認識するの

は,他 の集団との対立の状況下においてである。

　 1991年6月 のある日の夕方,私 の住んでいたAyanefei村 に,隣 りの村から襲撃 し

てくるのではないか との緊張が高まった。村の男達はロングハウスの中で長い間,襲

撃を仕掛けて くると噂されているクラソとのかつての紛争事件や,今 回の直接の原因

と思われる出来事について語 り合っていた。中には自分の弓矢の点検をしている者も

いる。日が暮れてから,襲 撃に備え,二 人の若者が 「キ ョウダイ」 クラソの住む二つ

の村に応援を頼みに派遣された。二時間ほどしてからこの若者達は,弓 矢を携えた十

数人の男達の一団と共に帰 ってきた。その晩は,明 け方まで数人ずつの男達が交替で

村内を見回 り,村 人のほとんどは徹夜で,予 測される襲撃に備xて いた。空が白み始

め,朝 一番に鳴くグイ ミ鳥の声が朝もやの中に聞こえ出すと,村 内の緊張感もやや緩

み,女 達は,夫 や息子それに他村から応援に駆けつけてきた男達のために,朝 食のバ

ナナを焼き始める。炉から立ちのぼる煙が,黒 ヤシの壁の隙間や,サ ゴヤシの葉で葺

いた屋根からゆっくりと外に洩れてゆ く。普段と変わ らぬ朝の情景である。襲撃を仕

掛けてくると噂されていた隣村から嫁いできた二人の女性が,そ の村に行 って様子を

探 ることにな り,彼 女達は朝食もそこそこに して,村 を発 って行った。

　 事の始まりは,Ayanefei村 に住むルグー7リ・クランの持つ森林の中で,数 ヵ月前

から行方不明になっていた隣村のアルマ リ・クラソの若者が白骨死体で発見された こ

とによる。 この若者を発見するために彼の村で行われた交霊会で,彼 がルグマ リ・ク

ラソの所有する森林に迷い込んでいることがわかった。その後,Ayanefei村 に場所

を移 し,二 度の交霊会が若者の居場所の同定のために開かれた4)。その若者は,二 人
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の女の悪霊6'よ り大木に捕 らえ られていることまでがわか った。 しか し,手 立て も無

く,そ の まま2ヵ 月あ ま りが経過 していた。死体発見 の知 らせに若者 のクランの者達

は驚 き,悲 しみ,怒 った。 こうして,彼 らが 「キ ョウダイ」 クラソか らの支援 を得て,

Ayanefei村 襲 撃の準備 を している,と の噂が流れたのであ った。

　 Ayanefei村 の人hの 話 しを総 合す る と,こ の事件には,次 の ような背景 があ るこ

とがわ か った。 オ ース トラ リア人 の巡察 官が パ トロールを開始 した1963年 以 前,

Ayanefei村 の 中心 的な二つの クラ ン(ル グマ リ ・クラソとオ ダモナ ・クラン)を 含

めた グル ープ(仮 にAグ ルー プと呼んでお く)と,死 体 で発見 され た若者 の アル マ

リ ・クラ ソを含 めた グル ープ(仮 にBグ ループ と呼ぶ)と が,邪 術 に よる死をめ ぐ

って紛争 状態 にあ った。弓矢 での戦 闘の最中に,Bグ ルー プのアルマ リ ・クラソの男

が傷を負い,逃 げ遅れた ところを取 り押 さえられ,そ の性器 を切断 された。 やがてそ

の男はそ の場で死に,後 でアルマ リ ・クランの者達がその死体を回収 した5)。 性器が

切除 された死体を見た アルマ リ ・クラソの者達 は驚 き,怒 り,復 讐を決意 した とい う。

彼 らは復 讐を何度か試 みたが果たせ なかった。 やがて,Aグ ループが,一 人 の女性

の死体 をBグ ル ープに贈 った。邪 術師 との評判 のあ った女性 を殺 し,そ の死体 を相

手 の グル ープとの紛争 を解決す る目的で贈 ったのである。 この贈物 に より,両 グル ー

プ間 の争いは治まったものと,そ の後長 く考え られていた。 しか し,数 年前に,性 器

を切断 され殺 された男の兄弟の息子が,切 断 した男 と同 じルグマ リ ・クランの若者を

毒殺 しようと した事件が起 きた。その事件は未遂に終 ったが,30年 以上経 っても,相

手がなお も復讐の機会 を狙 っているとい う認識を,人 々は新 たに した とい う。

　 白骨死体 で発見 された若者が,未 解決の紛争の敵であるアルマ リ ・クランの者 であ

り,そ の発見場所が ル グマ リ ・クラソの土地 であ った,と の事実は,Ayanefei村 の

4)　 ベ ダムニ族の交霊会(ゲ サミ・ヒエイgesami　hieiあ るいはゲサミ・セイgesami　sei)は,

　夜を徹して明け方まで行われる。男性の霊媒師(ゲ サ ミ・ダースgesami　 da:su)が トランス

　状態にな り,彼 の魂(ア ス リブxsulibu)が 身体を離れ,叢 林の中へ入って行く。そこは様

　々な霊魂が住み活動する領域である。霊媒師は自然霊の女性(ゲ サ ミ・ウダgesami　uda,例

　 えば鳥やバナナの霊)と 結婚 し,その間に子供(ゲ サ ミ・マーノgesami　 ma:no)を もうける。

　これらの霊婦や霊童が,霊 界における霊媒師の魂の導き手とな り,病 人の捕 らえられた魂を

　救った り,災 厄の原因を解明した りする。これらの経過は,霊 媒師の魂や霊婦 ・霊童が歌 う

　とい う形式をもって,交 霊会の席に集まった者達に伝えられる。霊媒師になるのはその資質

　を持った未婚の男子に限られている。交霊会に女性が参加することはない。

5)　 ベダムニ族では,個 人の性器への言及は意図的な侮蔑とされている。「おまえのペニス」「お

　まえの陰毛」などと言 って相手を罵倒する。また,驚 きを表わすのに 「おまえの女陰」「ハ

　セhase(性 交時の動きを示唆する)」 あるいは ドゥヌムニ(後 述)が 殺される時に,「 ハセ,

　 ハセ私の母の名は ドゥリアメduliameだ 」 と言ったことから 「ドゥリアメ」と声を発するこ

　 とも驚きを表現する。ベダムニ族の ドゥヌムニ殺害は,彼 女に対する性的暴行と切 り離して

　イメージされることはないことに注目されたい。
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者にとっては,襲 撃を予測するに十分なものであった。襲撃 してくるのではないか と

予想された村に様子を探 りに行 った女性達によると,若 者の死は病死と考えられてい

るとのことで,紛 争の再発の引金になるとの懸念は杞憂に終った。 しか し,将 来 この

若者の死が二つの集団の対立の脈絡の中に再度置かれることは十分に考え られる。そ

の死因が病気だとしても,死 に到る病気の多くは邪術によると一般に考え られている

からである。

　 この事件が示すように,紛 争が発生 した時やその可能性がある時,ク ランは結束の

単位 とな り,さ らにその 「キョウダイ」 クランは支援勢力として協力することが期待

される。人々が,自 分のクラソのすべての成員の間の系譜関係を辿ることは不可能で

あるが,共 通の祖先を持つ一つの集団として認識 してお り,次 節で取 り上げるような

諸条件にクラソの基礎を置いている。そして,紛 争時の結束や儀礼の共同遂行,交 換

婚に女性を提供する単位として機能する中で,ク ラソとしての連帯は強まっていく。

2.父 系 クラン(フ ィー)の 基礎

　 ベダムニ族には,固 有 の名称を持つ98の 父系 クラソがあ り,個 入はいずれか一つの

成 員である6)。98の ク ラソが持つ名称の数は67で あ り,20の 名 称が複数の クラ ソに よ

り共有 されてい る(表1参 照)。 クラン名を共有す る クラ ソのあるものは,か つ ては

一 つの クランとして共 に住 んでいたが ,内 紛 のため分裂 した り,襲 撃か ら逃れ別 々の

村に避 難 したまま,再 び同 じ村 に住む ことがなかった とい う歴 史に由来 している。 中

には,同 一 名称 を持つ由来 が全 く不 明な例 もある。 同一名称を持つ クランの中には,

特 に同 じ村に居住 してい る場 合には,そ の名称 の前に地名,ト ーテム名な どをつけ て,

互 いに区別 している例 もあ る。 各 クランは,神 話的女性 ドゥヌムニdunumuniの 身 体

の一部を保持 し,固 有 の トーテム(フ ィー ・バイ かbai),土 地(ソ ーゲso:ge),そ

して聖地(セ ー-7se:〃za)を 持 っている。以下,順 次 これ らを見て行 くことにす る。

　 (1)小 人 の老女 ドゥヌムニ

　 自然 環 境 や 社 会 環 境 の 生 成 過 程 を伝 え る ソー ゲ ・ハ ハ モ サ ・ハ モ イso:ge

hahamosa　 hamoi(so:ge=土 地,特 に村 以外の場所 を指す,　hahamosa=作 ってい る ・

してい るha〃zosaの 強 調形,　ha〃zoi=作 る ・す るの過去形)と 呼ばれ る物語の カテ ゴ

6)　 クランの分裂によ り別hの 土地に住んでいる場合でも,現 在,紛 争時の結束単位,儀 礼の

　共同施行単位,女 性交換の単位を構成 していない場合には,そ れぞれ独立 した クランとして

　扱 うことにする。
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表1　 村と居住 クラソ

村 ク ラ ン トーテ ム(ベ ダ ム ニ語 名)

i Ig量bia イ ギ ビア キバ タ ン(ahea}

ハ マ ナ フ ィ 掘 り棒(galea)

ガボ ロフ イ 豚(gebo)

ウブ ラ ウブ ラ ・ヤ ム芋(ubula)

2 Gamisi ガ ミシ キバ タ ン(ahea)

サ ロボ キバ タ ソ(ahea)

ド ウ ドウル ガ ワセ ダ蛇(gawaseda)

3

　 「

Migilibimi ボ ウ ・サ ロ ド ミ ミズ(daba)

4 Ayanefei オ ダモ ナ ワ ニ(hano〃to)

ダ ン ド

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

ワ ニ(hanome)

ゲサ ハ ロ ド 犬(曜e〃to)

ル グ マ リ 毒 蛇(saiyabe)

ソノボ ソ ゴ ワ ニ(hanome)

.　　　　　　　　　1 ア ウ ィラマ リ 豚(gebo)

5 Soganebi ル グ マ リ 毒 蛇(saiyabe)

ガ ブギ フ イ 毒 蛇(saiyabe)

6 Bosavi ル グマ リ 毒 蛇(saiyabe)

ガ ブ ギ フ イ 毒 蛇(saiyabe)

7 Bubusumabi ウブ ラ ヒ クイ　ドリ　(wi:da)

モ グル ヒ クイ　ドリ　(wi:da)

ギ ル ワ ・モ グ ル ヒ クイ　ドリ　(wi:da)

サ マ セ ・ コ ー ノ 豚(gebo)

ギ ル ワ ・コ ー ノ 豚(gebo)

8 Mabumanebi アー ギ ニブ ギ ビガ ナ蛇(gibigana)

ア ウ ィ ラマ リ 豚(gebo)

ドマ リ ワ ニ(hanome)

オガイヤ 豚(gebo)

ドウ ドウル ギ ビガ ナ蛇(gibigana)

サ ー グル ブ 極 楽 鳥(sa'9010加)

ビデ フ イ 豚(gebo)

ア ルマ リ ワニ(hanome)
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セ ダ ド ワニ　(hanome)

9　

.

Walebi ドウ ドウル　　　　、 ガ ワセ ダ蛇(gawaseda)

10 Sedado セ ダ ド ガ ワセ ダ蛇(gawaseda)

ハ ノ ス ヌ ワニ　(hanome)

11 Kono ガ イ ビ ・ コ ー ノ 犬(w卿2θ)

ヘ ガ ・ コ ー ノ 極 楽鳥(5α'9010う0)

サ マ セ ・ コ ー ノ 豚(gebo)

12 Adumali ウ ブ ラ ウブ ラ ・ヤ ム芋(ubula)

ア ド ゥマ リ 犬(w劣 η1θ)

ミ ・サ ロ ド ミ ミズ(伽'わ α)

13 Safulabi ギゲイ ミ ミズ(面'わ α)

ギ ル ワ ・コ ー ノ 豚(gebo)

14 Aumari ミ ・サRド ミ ミ ズ(dα'わ α)

15 Dagasiabi イギビァ 鳶(wayalima)

ウ ェ ラ マ リ 豚(gebo)

ワイ ピア ド 鳶(waya〃 脚)

マ サ モ ワ ニ(Kano〃:e)

ノデ ィア ソゴ ワ ニ(hano〃ze)

16 Gofabi ノデ ィア ソゴ ワ ニ(hano〃ze)

ヤ ゲ ラマ リ グ ノレガ ラ ・ガ エ ノレ　(gulugala)

ダ ブア フ ィ ワ ニ(hanome)

ガ ボ ロ フ イ 豚(gebo)

ソノボ ソ ゴ ワ ニ(Kano〃ze)

17 Sagami ヒボ ドソ ゴ 水 鳥(Kano〃ia:ni)

ゲ ソアマ 鳶(wayali〃is)
.

ラ フ リ フ ィ 豚(gebo)

18 Idinamabi ア ルマ リ ワニ(hanome)

セ ダ ド ワ ニ(hano〃ie)

19 Igim亘 カ"ハ ガ ワ リ ワ ニ　(Kano〃to)

ガ ボ ロフ イ ワ ニ　　(Kano〃to)

グ ドウル ブ ワニ　　(hanome)

マ サ モ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 脚

ワ ニ　　(Kano〃ze)
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20 Auwabi デ ゲ ラマ リ ア ワ亀(awa)

マ サ モ ワニ(hanome)

21 Aiyabi ハ マ ナ フ ィ ア ワ亀(awa)

バ ガ ラ ギ ビガ ナ蛇(gibigana)

デバブセギ ア ワ亀(awa)/ビ ー ル亀(bi:lu)

22 Wasubu デ ーボ ロボ ワ リ ア ・ トカ ゲ(walla)

ウア フ イ ワニ(hanome)

23 Olebi ダ ソ ド ワニ(hanome)

アル マ リ ワ ニ(hano〃to)

サ マ ドロ 犬(w紀 〃Ze)

24 Dub三 ア ェボ ド ワ ニ(hano〃 昭)

as Sadubi サ マ ドロ 豚(gebo)

ナガイヤ ワ ニ(hanome)

ワロボ 豚(gebo)

ノミー ボ ロ ワ ニ(hano〃ie)

アイ フ ァ ワ ニ(hano〃ie)

ラ ーr' ワニ(hanome)

26 Ugulubabi
一"　 　 　 　 一

ア イ マ フ フ イ 豚(gebo)

シセ ギ 豚(gebo)

イギビァ ワ ニ(hano〃:e)

ドウ ドウル ワ ニ(hano〃to)

オ ガ イ ヤ ワ ニ(hano〃to)

27 Gogoyebi グア マ リ ア レ蛇(ale)

ゴア ダブ リ 豚(gebo)　 　　　　　　　　　一

ガガ ウ 犬(wa∋ 〃ze)

ア ウ ィ ラマ リ ヒ クイ　ドリ　(wi:da)

サ マ リ ア レ蛇(ale)

ハ ー ソ ベ 豚(gebo)

サ ドマ フ ィ ワ ニ(Kano〃to)

as Ugubi ゲ ウ ェ ドゥラ ワ ニ(hano〃ze)

ハ ノ ガ ブ イ ヒ クイ　ドリ　(wi:da)

ワイ ヤ ブ イ キバ タ ン(ahea)
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オガイヤ ギ ビガナ蛇(gibigana)

ギゲイ ア レ蛇(ale)

バ ハ ロ ド ツ カ ツ ク リ(ba:geda)

29 Fuma サ ロボ ワ ニ(Kano〃to)

フ ブサ リ ワ ニ(hanome)

3a Yabi ダ ロボ デ ィ アス ワ ニ(Kano〃to)

コ ー ノ ヒクイ ド リ(wi:da)

ソヤ 豚(gebo)

バ ー ボ ロ ワ ニ(hano〃to)

ダ ブ ア フ イ キバ タ ソ(ahea)

31 Ahea　 gobule　 mai マサ モ ア レ蛇(ale)

デ ィデ ィセ イ 豚(gebo)

オガイヤ ワニ(hanome)

サブセギ ワ ニ(hano〃to)

グ グ ムセ ギ ア レ蛇(ale)

ソヤ 豚(gebo)

各村に付 した番号は,地 図2中 の番号と一致している。

リーがあ る。 この カテゴ リーに属す る神話の一つに,小 人の老女 ドゥヌムニ(「 小 さ

い」の意)に 関す るものがある。

　幼 い男の子を誘惑 してその性器を弄んだ ドゥヌムニは,そ れ故 にベダムニ族に よ り

殺 された。人 々は殺す前に,彼 女 を丸太に縛 りつ けて担 ぎまわ した。 その最中に ドゥ

ヌムニが足 で地面を蹴 った所 が盛 り上が り山や丘 とな り,流 した尿が大小 の川や沢を

形成 した。休憩 のため彼女 を下 ろ した所は平坦 な地形 とな った。 ドゥヌムニを撲殺 し

た後,ベ ダムニ族の男達は彼女 と性交 しよ うとした。 しか し,ド ゥヌムニには生殖器

が無か った。生殖器を作 るために彼女 の下腹部 に石 刀で傷を入れ ると,そ こか ら風 と

共にあ らゆる野性動物が この世界 に吹 き出され て きた。そ してその最後 に,「 悪」(フ

ィオ ガo)が 出現 した。 ドゥヌムニの死体は解体 され,ア ェボ ド・クランは彼女 の小

指を,ハ ノス ヌ ・クランは肋骨 を,ワ ロボ ・クラソは腰蓑を と,各hの クラ ソが彼女

の身体の一部 あるいは身につけていた ものの一部 を得,そ のい くつかは現在で も保管

されてい る。

　ベ ダムニ族 の クラ ンは,各hが 持つ ドゥヌムニの身体の部位に よって区別 され ると

同時に,ド ゥヌムニ とい う女性についての神話を共有 し,彼 女縁6の ものを保管 して
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いる とい うことで,ベ ダムニ族 とい う全体像 を も持 ってい る。 この神話の中で ドゥヌ

ムニの殺害や死体の解体 に携わ ったのは,ベ ダム ニ族の土地の中心地域に住むい くつ

かの クラソである。その中には,ド ゥヌムニを撲殺す るための棍棒 を手渡 した クラン

とそれ を受 け取 り彼女を殴 り殺 した クラソが,こ れを契機に 「キ ョウダイ」関係を持

つ よ うになった と説明 しているものもあ る。 ドゥヌムニが殺 された場所 は,ド ゥヌム

ニ ・ギサ リギDunumuni　 gisaligi,「 ドゥヌムニを下 ろ して置いた所 」 とそ の名を残 し

てい る7)。

　 (2)ト ー テム

　 クラソ ・トーテムは フィー ・バ イfi:baiと 呼 ばれ る。パイbaiと は,幹 の根元 ある

いは物事の起源 を表わす語である。 中には,ト ーテ ムを クラ ソの始祖 と関係づけ てい

るケース もあるが,す べての クラソがその起 源を トーテムと結びつけているわ けでは

ない。 トーテムには犬,豚,鳥 類,蛇 ・ワニ ・トカゲ ・亀 などの爬虫類,椰 子 などの

樹木,あ るいは畑作 に用 いる堀 り棒 などが ある(表1参 照)。 クラ ンの中には 同一 の

起源を辿 る口承 を持 ち,「 キ ョウダイ」関係 にあると互いに認識 しているもの もあ る。

その一例 として,サ ロボ,ガ ミシ,イ ギ ビアの三 つの クランがあ る。 これ らの クラン

は昔,フ ォー リアフ ィとい う一つ の クランが分裂 してできた ものである と言われ,「 キ

ョウダイ」クランであ り,ト ーテムはすべてキパ タン(オ ウムに似 た白い鳥)で あ る。

この例は,ク ラソ名称は異な るが同 じ トーテムを持つ 「キ ョウダイ」 クラン関係であ

る。 しか し,同 じ トーテムあるいは同 じクラソ名称 を持つ ことが,「 キ ョウダイ」 ク

ラソ関係を必ず しも示 してい るわけではない。ただ言える ことは,同 じ名称あ るいは

同 じ トーテムを持 つ クランの間での通婚 は極めて少ない,と い うことであ る。 また,

傾 向 として爬虫類を トーテムとす るクラソの間で の通婚はほ とん ど無 く,同 様の こと

が鳥類 にも言え る。 しか し,ベ ダムニ族 の人 々が この点について意識 してい るか どう

か につ いては よ くわか らない。

7)　 Duna族 で は 女性 の邪 術 師 の起 源 が 女 の 小 人 に 帰 せ られ 【Sturzenhafeckerと の 私信 】,

　 Bimin-Kuskusmin族 の氏 祖Afekは 「大聖 母 」 と見 な され て お り,各 クラ ンの 祖先 や動 植物

　 の 祖 先 を 出産 した が,生 殖 器 を 持 って い な か った[POOLE　 l　984]。　 Duna族 と　 Bimin-

　 Kuskusmin族 はStricklanc!-Bosavi地 域 の 北 西 に 走 るMuller山 脈 の 反 対 側 に 住 ん で い る。

　 Duna族 を調 査 したStiirzenhofeckerは,　 Duna族 は そ の南 に住 むBogaia族 を 仲 介 と して,

　 Strickland地 域 で 製 造 され る黒 ヤ シの 木 の 弓 を 手 に 入 れ る との 事 実 に 基 づ き,こ の 交 易 ル ー

　 トを通 じて他 の文 化 の面 で も交 流 が あ った の で は な いか と推 察 して い る[Sturzenhofeckerと

　 の私 信 】。 また,Bosavi山 北 側 に住 むKaluli族 を研 究 して い るSchieffelinに よ る と,大 地 を

　 表 象 す る神 話 的 女性 で あ るz)udu〃1a　 sulo:(old　 Duduma)に ドゥ ヌム ニは 似 て い る との こと

　 で あ る。 しか し,小 人 と して描 か れ る女性 霊 はhengaと 呼 ぼ れ,畑 作 物 の 生 育 を助 け る 別 の

　 存 在 で あ る[Schieffelinと の 私 信 】。
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　　　　　　　　　　　　 表2　 過去三世代におけるクラン間の婚姻

　　　　　　　　ク ラ ソ
ク ラ ソ i 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

1.イ ギ ビ ア ＼1/2 3/2 7/3 5/7 6/1

2.ハ マ ナ フ ィ aio＼6/2
3.ガ ボ ロ フ イ 5/4 1/2＼5/3 1/0 8/8 7/1 1/0 1/3iio
4.ウ ブ ラ 9/3 3/2＼
5.ガ ミシ ＼ 8/3 3/2 1JO
6.サ ロ ボ ＼3/1 5/1 1/1
7.ド ウ ド ウ ル 5/3 4/60/3 0/1

8.サ ロ ド 2/1 5/0 3/3 ＼ 2/1 5/3 1/1 3/0

9.ダ ン ド ＼
10.オ ダモ ナ oil 5/3 ＼ 1/2 1/0 6/4 3/3

11.ゲ サ ハ ロ ド 1/0 ＼ 1/0 1/0 aio

12.ガ ブ ギ フ イ ＼ 1/02/1 2/L 2/1 aii

13.ル グ マ リ 2/0 ＼3/1 5/212/0 3/0

14.モ グ ル 2/0 aio 5/1＼ 12/4 Zii 1/藍 4/2 zio

15.ギ ル ワ ・モ グール 2/0 3/2 7/2 ＼
16.コ ー ノ 5/7 1/02/0 2/1 3/1 10/3 ＼
17.ア ギ ニ プ ＼ 2/0 3/1 2/1 1/04/1 1/0

is.ア ウ ィ ラ マ リ 1/1 5J3 夏/0 1/0"" 1/0 8/5 2/2 5/2

19.ド マ リ 1/0 oil 3/2 0/1 6/3 1/O

20.オ ガ イ ヤ ＼ 2/0 iio 1/1

21.ド ウ ド ウル 1/1 1/0 2/3 oii 0/1

22.サ グル ブ iio＼
23.ソ ノ ボ ソ ゴ aio 5/2 2/3 ＼3/0 4/1

24.ビ デ フ イ 1/0 6/3 5/3 6/1

25.ア ル マ リ 1/0 5/2 oii S/2＼
26.セ ダ ド 1/1 zii 1/1 1/0 2/0 ＼
27.ラ フ リ フ ィ 0/3 3/1 1/0oii 6/1 3/1 4/9 ＼

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

　 横 軸 の数 字 は,縦 軸 に あ げ た ク ラ ソ名 に つ け た数 字 と一 致 して い る。 斜 線 の左 側 の数 字 は,

縦 軸 に あ げ た ク ラ ソの男 性 成 員 の婚 姻 数,右 側 の数 字 は 同 じク ラ ンの女 性 成 員 の婚 姻 数 。 例 え

ば,イ ギ ビア ・ク ラ ンか ら得 た結 婚 に 関 す るデ ー タ で は,「1.イ ギ ビア ・ク ラ ソ」の男 性 が 「2.

ハ マ ナ フ ィ ・ク ラ ン」 の女 性 との婚 姻 例 は1で あ り,「1.イ ギ ピア ・クラ ソ」 の女 性 と 「2.

ハ マ ナ フ ィ ・ク ラ ン」 の男 性 の婚 姻 例 は2と い う よ うに見 る。 従 って,ハ マナ フ ィ ・クラ ソか

ら得 た デ ー タ とは異 な って い る。
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　 クラ ン間の婚姻 と トーテ ムとの関係を示す例をあげてみ よ う。 ワニを トーテ ムとす

る クラソの一 つオダモナ ・クラン(表2のNo.10)は,同 じ村 や隣村 に住むやは りワ

ニを トーテムとしている クラソや ,蛇 を トーテムとす るクランとは通婚関係を持たない。

過去三世代に渡る30例 の うちの20例 の婚姻(66.6%)が 豚 を トーテムとす る五 つの ク

ランとの ものであ り,さ らにその うちの13例 が,二 つの クランに集 中 している。 これ

は統計分析 の結果だけでな く,通 婚関係にあ るクラソつ ま りウダ ・ラースは どこか と

い う質問に対 して,彼 らは 「豚 クランであ る」 と答 え,次 にそれ らの豚 クランが住む

村 の名を挙げrク ラン名を言 う。実際には豚以外の クラソとの通婚関係 もあるのだが,

彼 らが まず第一に指摘す る通婚関係は,豚 を トーテムとする クランとのものである。

他 の トーテ ムを持つ通婚関係にある クラ ンは ヒクイ ドリニつ とキバ タ ソーつである。

　 しか し,特 定の トーテ ムを持つ クランとの婚姻が傾向 としてはあるものの,ト ーテ

ムが婚姻を決定す るものでは決 してない。オ ダモナ ・クラソの例 で言 えぽr最 も多 く

の婚姻例 があるのは,豚 を トーテ ムとす るア ウィラマ リ・クラン(表2のNo.18)

で あ るが,こ のア ウィラマ リ ・クラソの住む村には,他 にもオガイヤ ・クラン(表2

のNo.20)と ビデ フ ィ ・クラン(表2のNo.24)が 豚 を トーテムとしている。 ビデ

フ ィ ・クランは,ア ウィラマ リ・クランと 「キ ョウダイ」 クラン(フ ィー)関 係 にあ

り,同 じロソグハ ウスに住んでいる。 しか し,オ ダモナ ・クラソに とって ビデ フィ ・

クラソは聖地を共有する 「キ ョウダイ」 クランであ り,通 婚 はない。

　 (3)土 地

　土地は クラソが所有の単位 となってい るのが一般的であるが,さ らに個人所有化 さ

れ てい るところもあ り,そ の場合は父系的に相続 されている。森林を伐採 し,バ ナナ

畑や芋 畑を開 き,出 作 り小屋 を建て,湿 地 に食料 とな るサ ゴヤシを植える。一般に他

の クランの土地での樹 木の伐採や,木 の実や きのこな どの採集,そ して漁撈 や狩猟は

禁 じられている。 しか し,他 の クラ ンの成員 の許可を得て,そ の クラソの土地 に,サ

ゴヤシ,パ ソの木,パ ンダヌスなどの木を,苗 木 の時に植え,あ るいはそれ らの木を

譲 り受けて所有 している例 はか な りあ る。

　男達 は,自 分の クラソが所有す る土地 に住む傾向が強い。だが,小 学校,キ リス ト

教会,医 療施設のあるMougulu,　 Adumali,　 Fumaの 周辺や,新 たに開通 した道路沿い

に移動 してきて,他 の クラソの土地に住 む例 も少な くない。 しか しそ うした移動後に

お いて も,移 動前の土地 の所有権を放棄する ことはない8)。

8)例 えばギルワ・モグル ・クラソは,Gi豆uwa(Nomad)川 の北岸の所=有地に居住 していたが,/
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　自分のクランの土地に関する知識は非常に豊かである。 日常生活での出来事を題材

に して作る歌や,交 霊会で森林の情景を描 く語 り歌の中で,沢 の名前と特定の木の種

類が言及されれぽ,聞 き手は即座にその場所を同定することができる。歌の中では鳥

の鳴き声,水 の流れの様子や木々の風にそよぐ様子が,擬 声語 ・擬態語で表現され,

木の枝に止まっていた り,上 空を舞っている鳥の名前が言及 されれば,季 節や一 日の

うちのいつ頃なのかまでわかるとい う9)。

　村から離れ,ベ ダムニ族と彼らの土地の中を共に歩くと,う っ蒼と広がる熱帯雨林

が様hな 「意味の織物」であることが伺える。ある者は特定の土地にまつわる伝説を,

またある者は,狩 りで獲物を仕留めた自慢話を,数 多 くの地名を織 り混ぜながら語っ

て くれる。鳥の鳴き声に耳をすませ,即 座にその鳥の名前を教えて くれ,居 場所を指

し示 して くれる。地名は地形上の特徴や,ラ ソドマークとなるもの,あ るいはその場

所での出来事にちなんでつけられている。すでに名付けられている場所が,そ こで起

きた新 しい出来事により,新 たな名前で呼ぼれるようになることも珍 しくない。

(4)聖 地

　 98の うちの88の ク ラソは,あ るものは単独 で,ま たある ものは他の クランと共 同で,

セ ーマと呼ぶ聖地 を クランの土地 内に持 っている。最 も多いのは,沢 が部分的に広 く

な り,水 の流れが緩慢 となっている地点が聖地 となってい るもので,こ の種の聖地 を

ソラ ・ダースBola　 da:su(sola=見 て,　da:su=下 りること,下 りる所)と 呼ぶ。 クラ

ンの成員は,ソ ラ ・ダースの水中に枯れ葉や枯れ枝 などが落ちていないか,あ るいは

水辺 の木 の根元に置いた真珠 貝で作 った三 日月型 の首飾 りスsuが 水没 していないか

どうか を見回 り,も し枯れ葉 ・枯れ枝が落ちていた り,首 飾 りが水没 していた場合 に

は,悪 い予兆 としてガ フォイgafoi・ ダ ンス もしくはゴセイgoseiダ ンスを行 う10)。

＼Mouguluの 近 くに住む 「キョウダイ」 クランであるモグル ・クラソの土地に移住してきた。

　 しか し,小 学校が長期休暇となる12月から1月 にかけて,ほ ぼ全員がGiluwa川 の クラン所

　 有地に帰 り,そ こにあるロングハウスで生活 している。また,ル グマリ・クランは,現 在の

　 居住地の北東に徒歩でほぼ一 日かかるAse山 の麓から移住 してきたが,現 在でも一人の老人

　 がクラソの所有地に住み,土 地を守っているという。
9)ベ ダムニ語では歌一般をゲサ ミgesamiと 呼ぶ。生活の中の出来事を題材として作る歌は,

　 男性によるものをゴサゲスgosagesu,女 性によるものをウアuaと それぞれに呼んでいる。

　 ベダムニ族にとって歌を作る行為(gesami　 hamosu)は,メ ロディーと歌詞を分離せずに同

　 時に作ることである。 しか し,メ ロディーにはいくつかの定型があり,そ の定型のひとつに

　 歌詞をつけて作っている。畑仕事の合間や ロングハウスのベランダでくつろぐ時などに,歌

　 を作っている姿をよく見かけた。ゴサゲスは他村での祝宴の時に,コ ーラスとゴセイ ・ダン

　 スを伴って披露される。ウアも同じ機会Y'披 露されるが,コ ーラスのみでダソスを伴 うこと

　 はない。筆者は約250曲 の ゴサゲスとウアを採録 している。
10)　ベ ダムニ族は3種 類のダンスを持っている。ガフォイgafoiは 太鼓を打ちながら,両 足で/
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そ の他に特定 の作物 の豊作を祈願 した り,邪 術師 の同定のために用 いられ る聖地 もあ

る。そ して,死 者 の霊は 自分 の クラ ンの所有す る聖地に住む と考 えられてい る。一つ

の クランが複数 の聖地を持 っている場合 も多い。例 えぽ,オ ダモナ ・クラ ンは先 に述

べた ソラ ・ダースの他に ,ベ フラBefulaと い う名 の森林を聖地 としてい る。一つ の

聖地を二つの クラソが共有 しているケースが12あ り,す べてが 「キ ョウダイ」 クラン

同士 であ り,そ の うち9例 が トーテムを も共有 している。

　聖地に足を踏み入れ ることができるのは,そ の クラ ソの中で も特定 の者に限 られ て

いる場合がほ とんどで,そ の際 に特別の所作 が規定 されてい る。聖地 の中には,す で

に顧み られ な くな って しまった もの もあ るが11),多 くは現在 で も聖地 と して特別 の意

味を持 っている。 また,一 般 に他の クラソの聖地についての知識は持 っていない。

3.「 キ ョウ ダ イ」 ク ラ ン(フ ィ ー)の 機i能

　 クラン間の 「キョウダイ」関係が社会的に機能する主な場面は三つある。第一に冒

頭で述べたような紛争時に 「キョウダイ」クラソを援助す る連合勢力として,第 二に

儀礼の共同遂行者として12),第 三に婚姻が女性交換の形でアレンジされる時,自 分の

クラン内に適当な女性がいない場合に 「キョウダイ」クランか ら交換のための女性の

提供を受けるというものである。ここでは,第 三の女性交換婚について見てみること

にす る。

　ベダムニ族の婚姻は,「キ ョウダイ」 クランを含めたフィーを外婚単位 としている。

近年,高 地社会からの影響で,花 嫁代償として金銭を支払 う例が僅かではあるが現わ

＼ 連 続 的 に飛 び上 が る ダ ソス で あ る。 ゴセ イgoseiは,淡 水 に 住 む ソボBobo貝 の 貝殻 を数 個,

　 小 型 の編 み袋 に入 れ た マ ー ゴ 〃:a:goと 呼 ぶ ガ ラ ガ ラを ダ ソサ ー が片 手 に 下 げ,そ れ を膝 の屈

　 伸 に よ って地 面 にぶ つ け て 鳴 ら しな が ら,ロ ソグハ ウス の土 間 を 行 き来 す る ダ ンスで あ る。

　 ゴセ イ ・ダ ンサ ーは 踊 りな が ら コー ラス の歌 うゴサ ゲス を繰 り返 して歌 う。 ガ フ ォイ と ゴセ

　 イ は 男性 に よる ダ ンスで あ り,共 に ロ ング ハ ウス の 中 で 夜 間 に の み 踊 られ る。 ゴセイ は 土 間

　 で,ガ フ ォイ は土 間 か らベ ラ ン ダに通 じる部 分 に あ る男 性 の寝 室 部 で踊 る。 女 性 に よ る ダ ン

　 ス,シ オ ゴイSIOgOIは ロ ングハ ウス の前 庭 か,内 部 の 土 間 で踊 る。 交 互 に 片 足 で軽 く跳 ね,

　 　 「フ ウ,フ ウ」 と甲高 い 声 を 出 しな が ら踊 る。 これ ら3種 類 の ダ ンス と同 じ形 態 の もの は,

　 Strickland-Bosavi地 域 に広 く分 布 す る。 この 地 域 の 他 の 言語 集 団 の歌 や ダ ソスに つ い て は,

　 Schieffelin【lg76,1979],　 Feld[1982】,　 Knauft【lg85】,　 Wood【1982】 な どを参 照 。

11)聖 地 の い くつか は,キ リス ト教 会 の べ ダ ム ニ族 牧 師 に よ りタ ブー が破 られ,破 壊 され た 。

　 パ プア ニ ュー ギ ニ ア の他 の 多 くの地 域 に も見 られ る よ うに,そ れ は教 会 の指 示 に よ る もの で

　 は な く,キ リス ト教 徒 に な る た めV'は,自 分 達 の 伝 統 的 生 活 を放 棄 しな けれ ぽ な らな い と考

　 え る一部 の急 進 的 な リー ダ ーに よ って 行わ れ た 。Schieffelinは,　 Kaluli族 に お け る同 様 の 例

　 を 紹 介 して い る[SCxlEFFELIN　 1978]。

12)　 ク ラ ンを単 位 と して行 わ れ る儀 礼 に は,男 子 成 人 儀 礼,婚 姻 儀 礼,葬 送 儀 礼 とい った 人 生

　 儀 礼 以 外 に,パ ソダ ヌス の 実 の 収穫 時 や 家 畜 の 豚 を 殺 した 時 な どが あ る。 ほ とん どの 場 合,

　 同 じ村 か近 村 に住 む 複 数 の 「キ ョウ ダイ」 ク ラ ソが 共 同 で主 催 す る。 これ ら の機 会V',大 量

　 の 食料 の消 費 と ガ フ ォイ,ゴ セイ,シ オ ゴイの ダ ンス が演 じられ る。
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れ てきてい るが,依 然 として花嫁代償の必要のない女性交換婚(ウ ダ ・ダーベ ・ラー

スuda'da:be　 la:su)が 一般 的である13)。一 夫多妻 の例 は少な く,そ の場合 にも妻 の数

は二 人か三人で,二 番 目以降 の妻 のほ とん どは寡婦相続(デ ィダロ ・ラースdidalo

!a:su)に よる ものであ る。

　 男女 いずれに とっても,婚 姻 のほ とんどは父親がア レソジす る。父親 は 自分の クラ

ソや 「キ ョウダイ」 クランの過 去におけ る婚姻関係を考慮 し,ま た,キ ョウダイ達 の

意見を参考に しなが ら,息 子の嫁 となる女性を捜 し始 め る。生 まれて くる子供が女 の

子であ った なら息子の嫁 に と,約 束を取 りつけ る場合 もある。 ベダムニ族の親族 カテ

ゴ リーを用 い,婚 姻の取 り決めについて男性 の観点か ら記述 しよ う。

　 自分の クラ ンか ら婚 出 して行 った 同世代以上 の女性 の息子 はナス ウェビnasuwebi

で あ り,ナ ス ウェビの娘 はアウ ワauwaま た はアイイ ェaiyeで あ る。 また,母 の クラ

ソの男性成員は ダイ ヤdaiyaも し くはバーバ////,女 性 成員 の娘は ビアbiaで あ る。

そ して年齢 を考慮 した上で,こ れ らの アイイ ェ,ア ウワ,ビ アのカテ ゴ リーに入 る女

性が,自 己の息子 の妻 として好 ま しい とされ ている(図1参 照)。 しか し多 くの場合,

父親 にとっての類別的キ ョウダイの母の クラソにまで,息 子の花嫁捜 しの範囲は拡大

され る。 これ らの女性は,息 子 の視点か らす ると,す べ てアイイ ェあるいは アウワの

カテ ゴリーに入 る。花嫁捜 しは同時 に,交 換す る女性 を フィーの範 囲の中か ら,つ ま

り自分の父系 クラソか 「キ ョウダイ」 クランの女性成員 の中か ら選定 しなけれぽな ら

ない。

　 一例を挙 げてみ よ う(図2参 照)。 オ ダモナ ・クラ ソの ダウウェは,ラ フ リフィ ・

クランよ り嫁を迎えて,数 ヵ月になる。 ラフ リフィ ・クランの人 々は,交 換 の約束 の

あ るゴー ゴの娘 ヨー リが,な かなか嫁 いでこない ことに苛立 ち始めていた。 ヨー リは

小学校2年 を終 え,新 学期が始 まるまでの間,両 親や姉妹達のい る村 に滞在 していた。

交換婚の約束 は数年前,つ ま りヨー リが小学校に入 る前に交 されてお り,そ の時には,

ヨー リを小学校 には遣 らない との話であった。女 の子に学校教育を与え ると,本 人や

親 に欲が出て,小 学校を終 えていない男な どに嫁 こ うと しない,と い うのが多 くのべ

ダムニ族の考 えである。 ゴーゴも当初は同意 した。 しか し,自 分 には娘が五人いるが

息子は一人 もいないことか ら,娘 の一人 くらいはKiungaに あ る高校を 出て,小 学校

教 師あるいは看護婦 になって くれ るか,少 な くとも金銭収入のある男 とめ ぐ り会 って,

13)妻 を迎x.る 男性と同世代の女性,つ まり姉妹と同じ親族名称の女性が交換に用いられなけ

　 ればならないとの規定はなく,次 世代以降に交換が完了することも多い。従 って,「姉妹交

　 換婚」ではなく 「女性交換婚」と呼ぶことにする。
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図1　 ベダムニ族の親族関係名称 .

　　　　　　　　　　　　　 図2　 ヨーリの結婚と親族関係
オダモナ・クラソとソノボソゴ・クランは 「キ ョウダイ」関係すなわちフィーである。ゴーゴ

の娘のヨーリはダウウェの結婚の交換 として,ま たホロメはソノボソゴ・クランのボガの結婚

の交換としてラフリフィ・クランへ嫁いで行った。点線は類別的兄弟姉妹関係を表わす。

結婚 してほ しい と考 えるよ うにな っていた。 ヨー リは小学校 に入 るのがかな り遅か っ

たため,年 齢は15か16歳 くらいである。2年 生 の時の成績 が学年で2番 であ ったため,

ゴーゴはますます期待を膨らませていた。ゴーゴが他の村に出かけて留守にしていた

ある朝,ラ フ リフィ ・クラ ソか ら二人 の男 と一人 の女がや って来た。 ヨー リを彼 らの
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村に連れ て行 くとい う。 ヨー リは泣 きわめ き,彼 らを罵倒 しなが ら抵抗 したが,引 き

ず られ るように連れて行かれた。 ヨー リの母親 は,自 分が嫁いで きた時 も同 じであ っ

たため,何 も言わ なか った し,娘 をかぽ うこともしなか った と,後 にな って語 ってい

た。他の村人達 も,た だ傍観す るだけであった。 ゴーゴの母親は ラフ リフィ ・クラ ソ

よりオダモナ ・クラソに嫁いで きたため,そ の息子であ るゴー ゴは,娘 を母 の クラ ソ

に嫁がせ ることが期待 され てい るのである。その後,ヨ ー リは両親の もとに逃げ帰 っ

て くることを何度か繰 り返 した。 しか し,オ ダモナ ・クラソの 「キ ョウダイ」 クラン

である ソノボ ソゴ ・クラソのボガが,ラ フ リフィ ・クラソか ら迎えた嫁 の交換 と して,

ヨ ー リの妹 ホ ロメが同 じ村 に嫁 いでか らは,逃 げ帰 って くることもな くな った。 ボガ

の父親 セ レファー レの母親 もラフリフィ ・クランか ら嫁いで きていたが,息 子の交換

婚に適当な女 の子が クラ ソ内にいなか ったため,「 キ ョウダイ」 クラソであ るオ ダモ

ナ ・クランの成員で,母 親が ラフ リフィ ・クラン出身の ゴーゴの娘が,嫁 いで行 くこ

とにな っていたのであ る。

4.フ ィー とウダ ・ラースの編成 の基礎 と変化

　 (1)編 成 の基礎

　ベ ダムニ族の個 人に とって社会は,自 分 の所属す るクラソ(フ ィー)が 通婚関係を

持つ クラン(ウ ダ ・ラース)の 集合,結 婚が禁 じられ ている クラ ン(フ ィーつま り「キ

ョウダイ」 クラ ソ)の 集合,そ して これ らのどちらで もない クラソの集合の,3種 の

クランの集合か ら成 ってい る。各 クランは二つか ら五つの ウダ ・ラースとの間に婚姻

を集中 させている。結婚 が禁 じられ てい るクランの自分 と同世代の者は,キ ョウダイ

のカテゴ リーに分類 され る。つ ま り年上の男性 をオ ラola,年 上 の女性を アバ α∂α,

年 下 ならぽ男女 ともアヤ の,aと 呼ぶ。 クラ ソ同士 が フィーの関係にある と認識 してい

な くとも,キ ョウダイに類似 している と人hが 言 うのが,母 方平行イ トコであ る。

　母方平行イ トコの関係名称は ガウィアgawiaで あ り,人 々は 「ガウィアは キ ョウダ

イの ような もの(gawia　 amoda　 ola　a〃lola　aba　amolaの ・αα醒01αα80σπθ)」と言 う。そ

して,キ ョウダイお よびキ ョウダイの子供 との結婚同様に,ガ ウィアお よびガウ ィア

の子供 との結婚は厳 しく禁 じられてい る。男子の ガウ ィア同士 がさらに同 じ成人儀礼

を受けた場合 には,そ れ以降,父 親を同 じくす る兄弟で同 じ成人儀礼を受けた者 同士

と同 じよ うに,特 別の呼称 であるホベhobeを 用 いて互いを呼び合 うよ うになる14)。

14)　 これに対し,ガ ウィアあるいは実際の兄弟以外の,同 じ成人儀礼を受けた老同士は,サ マ

　 SQ〃toと互 いに呼び合う。
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また,同 一 クラン内の同一世 代の年上 の男性(オ ラ)の 子供に対 し,自 分 の子供への

関係名称(息 子はナ ゴフェnagofe,娘 は ナデ ィウィnadiwi)を 用 い るの と同様に,

ガ ウィアが 自分 よ り年上 の男性の場合,そ の子供に対 しても,自 分の子供への関係名

称 を使 う。女性 のガ ウィアの場合 は,そ の子供には,同 じクラ ンの同世代以上の女性

成 員の子供に対す る関係名称(ナ ス ウ ェビnasuwebi)が 用 い られ る。 この よ うに ガ

ウィアは,同 一 クランの同一世代成員,特 に父親を同 じくす る成員 と,親 族関係の中

においてか な り類似 した位置にあ る。

　 1970年 代 前半にベ ダムニ族 の人類学調査を実施 した シ ョールムは,次 の ように述べ

てい る。 ベ ダムニ社会 は父系 クラ ンの集合体(phratry)に 分 かれ てお り,こ の クラ

ソ集合体 が外婚単位 とな ってい る。 クラン(図3の クラ ンA)の 中で系譜関係を具

体的に辿 る ことので きない成員間では,同 一 のウダ ・ラース ・クラ ン(図3の クラン

B)と の婚姻に よる共通 の姻族や母方親族 を持つ ことに よって クラ ンの範 囲が認識 さ

れ,ク ラン内の連帯が強化 され る。同様に,ク ラン集合体を構成す るクランの間(図

4の ク ランAと クラソC)は,系 譜に よ り関係づけ られ てはいないが,共 通 の祖先

を持つ と認 識 されて お り,そ れ に加え,共 通す る第三 の クラン(図4の クラ ンB)

との婚姻関係を持つ とい う事 実を通 じて,父 系親族関係にあ ると考 えられてい る。 こ

の クラ ン集合体 をベダムニ語 で フィー と呼ぶ。 クラン内の同世代成 員が,共 通 す る別

の クランとの婚姻 関係を十分に確立 で きない場合には,ク ラソ内部 の連帯は弱 く,分

裂す るこ ともあ りうる。 フ ィーとウダ ・ラース とい う社会の二分割 は婚姻 システ ムの

結果 で あ り,そ の編成 形態は,実 際の婚姻関 係に従 って緩 やか に変化 す る[SORUM

1980:274,1982:43,1984:319]0

　 ベ ダムニ族は母方平行 イ トコをキ ョウダイの カテ ゴ リーに含め ると,シ ョール ムは

指摘 してい る[SORUM　 l　982:43】 。 しか し,す でに述べ た ように,母 方平行イ トコの

図3　 クラソ内のガウィア関係 図4　 異なるクラソ間のガウィア関係
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関係名称は,父 親を同 じくす る兄弟姉妹を含めた クラソの同世代成員に対 して用い る

関係名称 とは異な っている。つ ま り母方平行 イ トコをガ ウィアと呼び,ク ランの同世

代成員にはオ ラ(年 上 の男性),ア バ(年 上 の女性),ア ヤ(年 下の男女)を 用い る。

そ して,ク ラソの同世代成員が ガウィアのカテゴ リーに入 る場合には,ガ ウィアの関

係名称 を優先 させて用 いる。 しか し,ガ ウィアが 自己の所属す る クランあるいは 「キ

ョウダイ」 クラ ソ(共 にフ ィー)に だけいる とは限 らない。 こ うした,フ ィー以外の

クラソにいるガ ウィアには,キ ョウダイの関係名称を用 いる ことは決 してない。 この

関係名称 の違いを無視 しては ならない。 そ して,ガ ウィア とい う関係名称は,母 の ク

ラソの,母 と同世代以下の女性 ビア(bia)の 子 供を指すのに も用 いる(図1参 照)。

キ ョウダイ と類似 している と彼 ら自身が言いなが らも,異 なる関係名称が与えられ て

い るガウィアにつ いては,後 にさらに考 察す る。

　 シ ョール ムは,ガ ウィア関係 が同 じクラソの成員の関係を よ り緊密に結びつけてお

り,ガ ウィアの関係が弱まる とクランが分裂す る方向に進む としてい る。同 じことが,

「キ ョウダイ」クラソ関係(フ ィー)に つ いても言えるのか どうか彼 は述べ ていない。

また,彼 が フィーとウダ ・ラースの編成形態は,実 際の婚姻 関係に従 って変化 する と

言 う時,そ れは個hの 婚姻関係の積み上げに よ り,フ ィーとウダ ・ラースを構成す る

クランが変化 してい くと述べているだけであ り,フ ィーとウダ ・ラース とい う集団 カ

テ ゴ リーそ のものにつ いては論 じられて いない。先ず,「 キ ョウダイ」 クラソ関係 た

あるとい うことと,共 通す る第三の クラ ソと通婚 関係 を持つ とい うこどが,ど の よ う

に連関 してい るのかについてか ら明らかにす る必要が あろ う。

　 具体的な例で見てみ よ う。 モ グル ・クラソ(表2のNo.14)は 婚 姻 を ウダ ・ラー

スである コーノ ・クラソ,ル グマ リ ・クラン,そ れに ソノボ ソゴ ・クランに集中 させ

てい る。 コーノ ・ク ランに とって婚姻率 の高 い ク ラ ンはモ グル とサ ロ ド(表2の

No.8)の 両 クラソである。 しか し,サ ロ ド・クラソは,モ グル ・クラ ソが高い婚姻

率を示すル グマ リ ・クランお よび ソノボ ソゴ ・クラソとは 「キ ョウダイ」 クラン(フ

ィー)関 係 にあ り,モ グル ・クラ ンとサ ロ ド・クラソは婚姻 のケースは少ないものの

ウダ ・ラースと して認識 し合 ってい る。 つま り,モ グル ・クランとサ ロ ド・クラ ンは

共に コー ノ ・クラソを ウダ ・ラースとしているが,両 者の間には フ ィー関係 が成立 し

ていない。 このこ とを一般化す ると次の よ うに述べ ることができる。

　 確かに,ガ ウィアお よびその子供 との結婚 は禁 じられ るため,共 通す る第三 の クラ

ソとの婚姻 関係 が,二 つの クランの限 られた成員の間の結婚 を禁止す る。 しか し,そ

れが二つの クラソの間の全体的 な通婚の禁止 となるとは考え られ ない。 この点を もう
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少 し詳 し く見てみ ることに しよう。

　婚姻規制では,男 性に とって,そ の妻 となる女性は,フ ィーす なわち 自己のクラン

(フ ィー)な い し,そ の 「キ ョウダイ」 クラン(や は りフィー)の 成員であってはな

らない。 さらに,ア ウ ワあるいは アイイ ェの範疇 に入 る者 でなければな らない。 しか

もウダ ・ラースのクラソであって も,母 の クランの女性 との結婚は禁止 され てい る。

母の クラソの,母 と同世代以下 の女性 ビアには,母 と同 じア メとい う呼称 が用 いられ

る。そ して,彼 女達 の子供がガ ウィアとい うことになる。す でに述べた よ うに,ガ ウ

ィアお よびその子供 との結婚は,彼 らが 「キ ョウダイ」 クランの成員でな くとも禁止

されてい るが,こ の禁止が ガウィアお よびその子供が所属す る クラソの,他 の女性成

員に まで拡大す ることはない。従 って,図5に 示す よ うに,自 己 のガウィアのいるク

ランBに,自 己の クランAの 成員(x1,　 x2)に と ってのガウ ィア(y1,　 y2)が 複 数いた

として も,そ の クラ ソが 「キ ョウダイ」 クラン(フ ィー)で なけれぽ,そ して自己に

とってのガ ウィア以外 の女性で,か つ ア ウワ/ア イイ ェのカテ ゴ リーに入 るな らば,

彼 女 らとの結婚 は可能 とい うことにな る。従 って,ク ラソAとBが,共 通す る別の

クランと通婚関係 を持つ とい う事実か ら,A,　 B二 つ のクラ ソ間 に 「キ ョウダイ」 ク

ランと しての フィー関係が成立 してい るとは言 えない。

　 また,フ ィー関係にあ ると認識 されている二つ の クラソで,婚 姻関係にある共通の

第三の クラソが存在 しない例 もある。 ガ ミシ ・クランとル グマ リ ・クランは,フ ィー

関係にあ る。 ドゥヌムニ神話 で,ル グマ リ ・クラソが ドゥヌムニを殺害するのに用い

た ガープga:buの 木 で作 った棍棒は,ガ ミシ ・クラソが与 えたものであ ったため,両

者は 「キ ョウダイ」関係を持つ に到 った と言 われ ている。表3と 表4に 示す ように,

この両者に共通す る ウダ ・ラース ・クラソは一 つ として存在 しない。

　 「キ ョウダイ」 クラソの多 くは,共 通する他 の クラ ソと通婚関係を持 っていること

は確かであ る。しか し,そ のことか ら,シ ョール ムが指摘す るような 「フィー とウダ ・

図5　 ガウィア関係とクラソ間の通婚
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　 表3　 ガ ミシ ・ク ラ ン とル グ マ リ ・ク ラ ソのそ れ ぞ れ と,他 の ク ラン との婚 姻 例(そ の1)

ドウ ドウル サ ロ ド サ マ ドロ オダモナ バ ー ボ ロ

ガ ミシ 11 5 5 2 1

ル グ マ リ 0 0 0 0 0

表4　 ガ ミシ ・クラ ソ とル グマ リ ・ク ラ ソの それ ぞれ と,他 の ク ラ ソとの婚 姻 例(そ の2)

G・ モ グル モ グル マ サ モ ラ フ リフ ィ ガボ ロフ イ ヤゲラマ リ コ ー ノ ア ドゥマ リ

ガ ミシ 7 4 3 3 2 2 2 1

ル グマ リ 0 0 0 0 a 0 0 0

ラースとい う社会の二分割は婚姻 システムの結果」との結論を導 き出すことは不可能

である。一つのクラソと共通に母方親族関係を持つ者同士,す なわち同じ一つのクラ

ソの男性成員をダイヤあるいはパーバ と呼ぶ者同士の結婚は禁 じられているが,そ う

した個人間のガウィア関係が二つのクラソ間に複数あった としても,そ のことによっ

て,ク ラソレベルでの結婚を禁止することにはならない。つまり,ク ラン間のフィー

関係は,共 通する第三のクラソとの婚姻関係から生じるガウィア関係 と相関するとは

言えないのである。

　 (2)編 成 の歴史的変化

　 フィー とウダ ・ラース関係を明確に認識 しているクランは近隣に住 む ものに限 られ

てい る。遠隔地に住む クラソの場合,過 去におけ る婚姻関係が記憶 されていなけれ ぽ,

ウダ ・ラースではない とされ る。「それ では フィーか否か」 との質問に対 しては,そ

の クラ ソに関す る情報 に基 づ いて推測 され る。つ ま り,分 類 のは っき りしてい る

フィー ・クラソとウダ ・ラース ・クラソの各 々がその クランと通婚関係を持つか ど う

か,あ るい は フ ィーか ウ ダ ・ラー スの どち ら と認識 して い るか,自 己 の ク ラ ソ

(フ ィー)・ 「キ ョウダイ」 クラソ(フ ィー)・ ウダ ・ラース ・クラ ソのいずれ と同

じクラソ名称や トーテムを持 っているか,な どである。人hy'と って,あ るクランが

遠 隔地にあ り,自 分達の 日常生活ではほ とん ど関係を持たないのであるな らば,そ の

クラソを分類す ること自体が無意味である。しか し,こ こで注 目してお くべ きこ とは,

彼 らが遠隔地の クラソの分類を推測す る,上 述の ような仕方である。そ して,実 際 の

居住地の移動 に伴 い,そ れ まで フィー(「 キ ョウダイ」 クラソ)と もウダ ・ラース と

も分類 されて こなか った クラソを これ らのどちらかの カテ ゴリーに分類す るよ うにな
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る時,こ の推測 の仕方にそ って分類 がなされ る。

　一つの クラソが分裂に よ り居住地 を異に した場 合,長 い年月の経過 と共に各hが 異

な ったフィーとウダ ・ラース編成 を持 つよ うにな る事 は十分考え られ る。分裂のため

に新たな居住地 に移 る場合に も,姉 妹 の婚出先や妻や母 のクラソの居住地 に身を寄せ

ることが多いので,フ ィーか ウダ ・ラースかの分 類の全 く不 明確な人hの 住む遠隔地

で,新 たな フィー関係や ウダ ・ラース関係を築いてい くとは考 えに くい。 この具体例

を見 てみ よう。

　 Ayanefei村(地 図2と 表1のNo.4)とMabumanebi村(地 図2と 表1のNo.8)

に住 む ソノボ ソゴ ・クラ ソはGofabi村(地 図2と 表1のNo.16)に 住 む ソノボ ソゴ ・

クラソか ら内部紛争 の結果分裂 し,通 婚関係のあ った ビデフ ィ ・クランの庇護の もと

彼 らの土地で生活をす るよ うにな った。そ して,ビ デ フィ ・クランの 「キ ョウダイ」

クラソと新たな ウダ ・ラース関係を持 つよ うにな った,と 言われている。 オ ダモナ ・

クラソは,ビ デ フィ ・クラ ンに とって聖地を共有す る 「キ ョウダイ」 クラソである。

しか し,ソ ノボ ソゴ ・クランは,オ ダモナ ・クラソとは ウダ ・ラースの関係にはな く,

女性交換婚において協 力 し合 う 「キ ョウダイ」 クランである。 オダモナ ・クランとソ

ノボ ソゴ ・クランの トーテムは共に ワニであ り,共 通 して通婚関係を持 つ ウダ ・ラー

ス ・クラソは,ア ウィラマ リとラフ リフィの二 つの クランである(表2参 照)。 この

場合に も,オ ダモナ とソノボ ソゴの二つの クラ ンが,同 じ トーテムを持つ ことに よっ

て 「キ ョウダイ」 クラン(フ ィー)の 関係を形成 したのか,あ るいは ガウィアの関係

を基礎 に して形成 したのかを判断す るデータを得 ることはできなか った15)。

　 何故,特 定の クランを ウダ ・ラース としてい るのかの質問 に対七で,過 去 におけ る

婚姻関係 の集中,つ まり 「昔か らAク ランとは多 くの女性 を得た り,与 えた りしてい

るか ら」 とい う以外の答 えを得 ることはなか った。すでに指摘 した とお り,フ ィーか

ウダ ・ラースかの分類が明確 に認識 されている クラ ンは,近 隣 のものに分布範囲が限

られている。

　 ベ ダムニ族の東に住むEtoro族 の 社会構造を研究 した ケ リーは,次 の ように指摘 し

15)Igibia村 に住 む イ ギ ビア ・ク ラ ン とガ ボ ロフ ィ ・クラ ソは 互 い に フ ィーで あ る と認 識 して

　 い る。 理 由 は不 明で あ るが,両 ク ラ ンは三 世 代 前 よ り通婚 関 係を 持 つ よ うに な った 。 そ して,

　 イ ギ ビア ・ク ラ ン とMigilibimi村 の サ ロ ド ・クラ ンは ウ ダ ・ラー ス であ るが,邪 術 をめ く・っ

　 て の戦 闘 でそ れ ぞ れ に 死 傷 者 を 出 して 以 来,お よそ20年 間,一 つ の婚 姻 も行 わ れ て い な い 。

　 ガボ ロ フ ィ とサ ロ ドの 二 つ の ク ラ ンは ウ ダ ・ラー ス で あ る。 今 後,イ ギ ビァ ・クラ ソと ガ ボ

　 ロ フ ィ ・クラ ンが 通 婚 関 係 に 入 る よ うに な った 理 由を 探 り,ま た,将 来 イ ギ ピア ・ク ラ ンに

　 と り,サ ロ ド ・ク ラ ンが ウ ダ ・ラ ース か ら フ ィーへ,ガ ボ ロ フ ィ ・ク ラ ンが フ ィーか ら ウ タ㌦

　 ラー ス に転 換 す る こ とが 起 こ り得 るの か ど うか に 注 目 した い。
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ている。父系 リネ ージは出自よ りもむ しろキ ョウダイ関係 に よって まとま りを持つ も

の として概念 化 されてお り,結 婚 は父系集団 内で母方キ ョウダイ関係(matrilateral

siblingship)が 成 員問に重な りあ うよ うにア レソジされ る。 そ して親族名称 の分析か

ら,Etoro族 自身は認識 していないが,部 族を二つの外婚集団 に分類す る事実上の双

分構造 を指摘 してい る。 この外婚半族は,出 自では な く婚姻関係に よ り範囲が定 まる

ため,世 代 が異 なれ ぽ異 な った出 自集 団 が半 族 を構 成 して いる こ と もあ り得 る

[KELLY　 　1977:117-119Jo

　 ベ ダムニ族 とEtoro族 は,基 本語彙の共通率 が67%と 言 語的にか な り近 く,両 集 団

の境界域では通婚関係 もあ り,ま た他の文化 的,社 会的側面で も多 くの共通点を持 っ

ている。 シ ョールムは,ベ ダムニ族では過去 の婚姻関係 によって,各hの クランの成

員が新たに結婚相手を求め ることが可能な クラソと不可能な クラソの編成が決 まる こ

とを指摘 した[SfaRUM　 l　982:43,1984:320】 。

　 しか し,シ ョールムは,過 去の婚姻関係が クラン間の新 たな結婚の可能 ・不可能を

具体的 にどのよ うに決定す るかについて詳述 してはいない。 また,二 つの民族が隣接

して居住 しているとい う事実のみか ら,双 分構造が出 自ではな く,二 つの要因つ ま り

通婚関係 と母方キ ョウダイ関係に よ り形成 され るとい うEtoro族 の 双分構造 と同様の

構造の存在 を予測 し,母 方親族を共有す ることがベ ダムニ族 の フィーとウダ ・ラース

の分類 の基礎 にあ ると推測す ることはできない。私のデ ータの検討か ら,こ のガ ウィ

ア関係が クラソレベル まで拡大 し,二 つの クラ ソ問の通婚を禁 じることにな らないこ

とは,先 に示 した とお りである。

N.身 体構成理論

　 ここで,異 なる視角か ら同 じ問題に接近 してみたい。 ガウ ィア関係 とは 「母親同士

が同 じクラソの成員 である」関係,ま たは 「母方 オジ(ダ イヤ/バ ーバ)が 同 じ」 関

係であ ると表現するベダムニ族 の知識を検討 してみると,父 方 ・母方 それぞれの親族

と結びついたあ る要素 の 「共有」 の認識が,女 性の交換 とい う婚姻を含 めた交換行為

の規制 と選好に何 らか関係 している ように思われ る。

　 自分が所属す るクランにとって ウダ ・ラースに分類 され る クラソの成員 であるな ら

ぽ,誰 とで も結婚で きるとい うわけではない。男性に とって,母 のクラソの女性(ビ

ア,そ の呼称は アメ),そ の娘(ガ ウィア)と 孫娘(ナ スウ ェビ),お よび 自己の クラ

ソか ら婚出 して行 った女性 の娘(ナ ス ウェビお よび後述 のナ ・マーノna〃za:no,ア
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ス リasuli)と の結婚 は禁 じられている(図1参 照)。 この ような ウダ ・ラースの中で

も結婚が禁止 されている親族関係は,ベ ダムニ族の身体構成理論 を踏 まえて初めて理

解 しうる。そ して さらに,そ の理解 は,フ ィーとウダ ・ラース とい う集 団カテ ゴ リー

の背景にある観念 を捉え ることを も可能 とす る。

1.個 人 の形成 ・成長 ・死

　ベダムニ族の考えによると,胎 児の身体は性交を通 じて,父 親の精液(ア ミami)

と母親の 「女性器の精液(ア ミ・ガーベa〃zi　ga:be)」 が母親の子宮内で交 じり合 うこ

とにより形成される。父親の精液が骨 ・歯 ・爪といった硬質な部分を形成 し,母 親の

「精液」が皮膚 ・肉 ・内臓器官といった軟質部分を形成する16)。一般的には,「父か

らは骨(ガ サgasa),母 からは肉(フ ソfun)を 受け継ぐ」 と表現する。兄弟姉妹と

は父の 「骨」と,母 の 「肉」の双方を共有し,同 じクランの成員 とは共通の 「骨」を,

また母親同士が同じクラソ出身のガウィアとは,共 通の 「肉」を持つと人hは 考えて

いる。

　魂(ア スリブ 鋤π1めの は誕生前Y'父 親から獲得するが,幼 児の段階では,魂 は肉

体から遊離 し易い。幼児を驚か した りするとその魂は肉体を離れて しまう。森林の中

には特別な力を持つ岩や木があ り,人 を病気にすると信 じられている。その近 くを通

過する時,特 に幼い子供には細心の注意を払 う。魂は胸部の中央(ド ゴ1　 )に あ

るが,睡 眠中には肉体を離れ,霊 魂の活動領域に赴 く。そこでの体験が目覚めた時に

夢 として記憶に残 っているのである。睡眠中以外に魂が肉体を離れると病気になる

(オロイoloi)か,意 識を失 う(シ ソディsindi)か,異 常な行動をする(ダ ウラシ

daulasi)か のいずれかである。そして死(ボ ゴイbogoi)に おいて,魂 は肉体から永

遠に分離する。

　人hは,肉 体の成長の促進には男性の精液が重要であると考えてきた。男子は未婚

の年長者からフェラチオによ り精液を注入され,男 女を問わず子供には父親の精液を

食物に混ぜて与えた り,身 体に塗った りした。その他にも作物の豊作,飼 犬の狩猟能

16)生 殖 に関する知識は,未 婚者にはタブーとされている。既婚の女性がこうした知識を男性

　 と共有 しているか否かについては不明である。女性達に直接聞こうと試みたが,私 の問いに

　 彼女達は驚き,怒 り出して しまった。ある既婚男性1y頼 んで,彼 が妻 と二人だけの時に,母

　 体内で胎児がいかに形成されるかを妻に聞いてもらおうとしたが,彼 の妻はやは り怒 り出し,

　 私の試みは不成功に終わった。　 Serumは,胎 児の成長にとって父親の精液が主要な働きを

　 し,それを母親の血液が補完する,と述べている[SsRUM　 l982:52,1984:321-322】 。しかし,

　 母親の血液が子供の成長と関連づけて筆者に語られたことは一度もなかった。　 Strickland-

　 Bosavi地 域 の他の言語集団の身体構成要素の問題については,　Kelly【1976,1977】,　 Wood

　 【1982】,Ernst【1991】な どを参照。
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力の増強,飼 い豚の成長の促進などのために精液を用いてきた。成長を促進するもの

としての精液の使用は,戦 闘,食 人と共に,オ ース トラリア人巡察官やキ リス ト教宣

教師によりいち早 く禁止された。ある老人は,近 頃の娘達は昔ほど母親を手伝わなく

なったが,そ れは精液を塗ることを止めてしまったからだと不満を洩らした17)。

　一人前の男となるには,精 液の授受以外に成人儀礼を経なけれぽならない18)。これ

に対 して,女 性はそのような儀礼な しに成人することができるとされている。女性 と

の性交渉により,男 子の成長は止まると考えられてお り,あ まり早 く結婚すべきでな

いとされている。これは,ニ ューギニア高地社会に見られるような女性のケガレの観

念に基づくものではな く,女 性 との性交渉によって精液が減少 し,そ の結果として成

長の停止,さ らには体力の衰退が起こると考えられていたためである19)。

　人が死ぬ と,そ の死体はロソグハウスの土間の中央に2,3日 間置かれ,女 性達が

長時間にわた り死体を囲んで座 り,泣 き歌を歌 う。彼女達は歌いながらr死 体を摩 っ

た手で自分の身体に触れることを何度も繰 り返す。時h他 村から駆けつけた男女が,

その輪に加わ り,悲 しみを死者 との思い出にメロディーをつけて歌 う20)。行政の指導

およびキ リス ト教の導入により,こ の期間は短縮され,死 体が腐臭を放たないうちに

なるべく早 く埋葬するようになった。かつては,ロ ングハウスの近 くに死体を腐敗 さ

せるために設けた棚の傍らに,死 者の女性親族,特 に 「姉妹」達,そ して死者が男性

の場合はその妻が加わって座 り,死 体から滴 り落ちる液体や腐敗 した肉を自分の身体

に擦 りつけ(サ サバ ロ・ガグスsasabalo　gagusu)て,悲 しんでいた。死体の肉や内

臓がすべて腐 り落ち,骨 が乾いて白くなると,そ の骨を編み袋に入れて,ロ ソグハウ

スの中に吊下げておいた。そして,し ばらくしてか らこの骨を,ク ランの土地内にあ

る洞窟の中や,森 林の大木の上などに置いた。

　死後,人 間の魂は,Sewa川(Rentoul川 北支流)の はるか彼方にあるギサビGisabi

という土地に赴 く。そ して自分のクランの聖地へ帰 ってきた後は,樹 上や地下にある

17)　 ニ ュ ーギ ニア に おけ る 男子 へ の 精 液 伝 授 行 為 の ほ とん どは,決 して儀 礼 の コ ンテ クス トで

　 の み 行 わ れ る もの で は な い た め,「 儀 礼 的 同 性 愛 行 為ritualized　 homosexuality」[Herdt

　 l984】 と呼 ぶ こ とは 適 切 で は な い 【cf.　ERNST　 1991;SORUM　 1984;KNAUFT　 1993;栗 田

　 1987】。Herdt自 身,　Ritualized　 Homosexuality　 in　Melanesiaの 第二 版 に おい て,メ ラネ シア

　 にお け る伝統 的 な 同性 愛 行 為 を指 す には,ritualized　 homosexualityよ りもboy-insemination

　 の方 が 適 切 で あ ろ うと述 べ て い る[HERDT　 l992】。

18)ベ ダ ム ニ族 の男 子 成 人 儀 礼Y'つ い てはSerum【19821お よび林 【19941を 参 照。

19)KellyはEtoro族 の精 液 を め ぐっ て の 同様 の 観 念 に つ いて 述 べ て い る 【KELLY　 1976]。

20)Bosavi山 の北 側 に住 むKaluli族 に おけ る文 化 的 に 意 味を 持 った 音 の認 識 ・表 現 と感 情 の 関

　 係 につ い て 研 究 して い る フ ェル ドは,泣 き歌 に つ い て も論 じて い るが,歌 詞 に 関 して は,死

　 者 との 思 い 出 の場 所 や 一 緒 に食 べ た 食物 な どが 多 く言 及 され る と い う点 で,ベ ダ ム ニ族 の泣

　 き歌 と類 似 して い る 【FELD　 1982】。
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とされ る ロングハ ウスに他の死霊 と共 に住む。生 きている人間の 目には,死 霊は鳥獣

として見え,死 霊ではない鳥獣 と区別す るこ とは不可能 である。 しか し,自 分の クラ

ソの成員の死霊である鳥獣を狩 りで仕留め ることはない とい う。 もし仕留め ることが

できたならば,そ れ は人間の死霊 ではない鳥獣か,あ るいは ウダ ・ラースの成員の死

霊 であると考え られ ている。一般 に,死 後,若 い男はサイチ ョウや色鮮やかなオ ウム,

若 い女は ゴクラクチ ョウ,年 老いた男はイ ノシシに,老 女 は ヒクイ ドリに,子 供の場

合 には蝶,ク スクスやカエルな どになる と信 じられている。 こ うした知識は歌の作詞

や,夢 の解釈な どに表現 され る21)。

2.ク ラ ン関 係 と ジ ェ ン ダ ー

　他 の クラソの女性を介 して子孫を増 やす ことに よって,父 系集団 フィー とい うカテ

ゴ リーが存続す るzz)。 これ を,民 俗概念 である 「骨」 と 「肉」で表現す る と,ク ラソ

は 「骨」を共 有す る人間の集 団であ り,「 骨」を通 じて関係 し合 う成員の再生産のた

めに,身 体 の重要な構成要素 であ る 「肉」 の供給を他の クラソの女性を介 して受け る

必要 があ る,と 言 うこともできる。

　人間は父親か ら受け取 った 「骨」を介 して クラソの成員 とな り,生 きてい る間は母

親か ら得た 「肉」に よ り人間の姿を とる。 死後,そ の 「肉」は腐 り落 ち,「 骨」は ク

ランの土地 に保管 され,死 霊 は鳥獣 としてや は りクラ ソの土地に留 まる。現在 で も死

者が男性 の場合,死 体が埋葬 され る直前 に,ス ・ガ グス(su　 gagusu)と 呼 ぼれ る交

換儀礼を行 う。 ス(su)と は 真珠貝で作 った三 日月型 のペ ソダソ トであ る。死者 の所

持 していた スが,死 者の母の クラソの男性 ダイ ヤ/バ ーバ に漢 され る と,受 け手であ

るダイヤ/バ ーバ のスが死者 の息子 に渡 され る。それ に対 し息子は石斧をそ の男性,

つ ま り父親に とっての ダイ ヤ/バ ーバ に与 える,と い うのが元の形態 であ った。現在

は,や は りス ・ガグスと呼ぶが,死 者 のクランとその 「キ ョウダイ」 クラン(フ ィー)

の有志か ら金 を集め,同 時に死者 の母の クランを中心 と した ウダ ・ラース ・クランか

21)特 に,特 定の季節にのみ行われる霊媒師の夢語 り(ガ ラgala)の 中では,自 然界の生物が

　 人間の姿へ変身したり,死 後に人間の魂が鳥獣の姿となる描写が多い。 この夢語 りは,子 供

　 達を含めたすべての人々にとっての娯楽であ り,幼 い頃よりこの語 りに親 しみ,後 に述べる

　 物質界と霊界の相互関係の在 り方のイメージを,こ のガラが豊かなものにしている。28)を

　 も参照。

22)私 が住んでいた村のある男には五人の娘がいる。彼は,妻 の父や兄弟達に豚肉や小動物の

　 薫製を何度も持って行ったが,男 子が生まれなかったため,こ うした贈 り物を止めて しまっ

　 た。彼が言 うには,「 息子には,嫁 が来て子供を産んでクランを大きくするが,娘 は嫁に行

　 った クランの子供を産むだけだ」。しかし,ベ ダムニ族では,子 供の誕生や生育が母方親族

　 の霊的な力の作用を受けると明確に認識されてはいない。
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ら同額の金を集め,交 換するとい うことを行っている。 このように見て くると,死 に

際して行 う交換(ス ・ガグス)は,母 から得た肉体的存在の終焉を画定するものと言

える。

3.身 体構成理論 と関係名称

　 (1)精 液複合社会

　以下では,ベ ダムニ族の身体構成 理論との関連で,関 係名称を改めて考察しよう。

　母のクラソの母と同世代以下の女性はビアと分類され,母 と同 じくアメと呼ばれる。

その中の一人が男性である自己の成人儀礼の時に,彼 に特別な首飾 り(ワ ニス

wanisu)を 贈 り,こ れ以降,両 老は互いにガゴメイgagomeiと 呼び合 うようになる。

ビアの子供達をガウィアと呼ぶが,そ の理由をベダムニ族の人々は母親が同 じクラソ

の成員であるからと説明する。父系 クラソの同世代成員は骨を分けたキョウダイであ

るのに対 して,ガ ウィアとは同じ肉を分けた関係とされる。これは,関 係名称に見ら

れるように,母 方親族が集団として現われ,そ の内部は性の区別以外に分節化されな

いことを示 している。ガウィアの子供達には自己の子供 と同じ関係名称を用いる。ウ

ダ ・ラース関係にあるクラソであっても,母 のクラソの成員は結婚相手を捜す対象か

ら排除され,母 と同じようにアメと呼ばれる女性達の子供 と孫(す なわちガウィアと

その子供)も,結 婚の対象外とされる。母方親族の中で,父 方親族の関係名称が適用

されないのは,母 と同世代以下の男性である。彼らはダイヤ/パ ーパと呼ぼれ,逆 に

彼らはクランから婚出して行った同世代以上の女性の子供をナスウェビと呼ぶ。ナス

ウェビに対 しては,「私の子供」を意味するナ ・マーノna　ma:noと 「弓を引く」と

いう意味のアス リasuliと いう語も呼称 として用いられる。

　 クランの同世代成員にはオラ(年 上の男性),ア バ(年 上の女性),ア ヤ(年 下の男

女)の 関係名称を用い,オ ラの子供に対 しては,自 己の子供に用いるのと同じ関係名

称を使 う。つまり自分の息子 とクラン内の同世代の年上の男性成員の子供にはナゴフ

ェ,自 分の娘とクラン内の同世代年上の男性成員の娘にはナディウィを指示名称 ・呼

称として用いるが,こ れらの名称を同じクランの同世代の女性の子に対して使 うこと

はない。姉妹を含めクラソから婚出して行 った同世代以上の女性成員の子供は一般に

ナスウェビと呼ぼれるが,彼 らが 「私の子供」(ナ ・マーノ)と 「弓を引く」(アス リ)

との呼称を持つことをどのように理解したら良いだろ うか。

　 ニューギニア高地では,食 物,養 育,身 体構成要素間の関係が広 く認識されている。

このことは,あ る女性の子供の養育に重要な役割を果た した男ないし女の権利が よく
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例示 している。その子供が女性である場合,養 育に貢献 した者が,そ の花嫁代償の一

部を受け取る権利を主張する。これは,そ の女性に与えられた食物が間接的に,将 来

生まれてくる子供の身体構成要素 となるためだとされる。また,男 性が姉妹の子を「私

の子供」と呼ぶ例は,ニ ューギニア高地にい くつか見られる。この高地の例では,姉

妹の子供を 「私の子供」と呼ぶのは,彼 らが姉妹の母乳によって育てられ,あ るいは,

彼らの身体構成要素の一部が姉妹を介 して自己の父系集団から授与 されているからで

ある 【cf.　WAGNER　 l967:65-67;STRATHERN　 1972:20;POUWER　 1964:143]。 高地

社会では食物 と身体構成要素が密接に結びついている。なかでも最も広 く言われてい

るのが,肉,特 に豚肉は体内に摂取されると,男 性の場合は精液に,女 性の場合は母

乳となって体内に蓄えられる。また,あ る地域では父の精液が娘の母乳 となって,体

内に蓄えられるという23)。このように,ニ ューギニア高地のい くつかの社会では姉妹

の母乳は兄弟や父親の精液と同等のものと考えている。

　ラビソは,ニ ューギニア高地社会における 「血液複合」と南ニューギニアにおける

「精液複合」を対比 し,前 者は女性の経血の害を与える作用を強調 し,後 者は精液の

澗渇が男性 の精 力の衰弱をもた らすことを強調 していると指摘 している[Rusin

n.d.】。そして,両 者共に女性との性交渉がその原因となると考えられていることか

ら,ワ イナーはさらに次のように述べている。汚染 も澗渇もニューギニアに広 く見ら

れる性をめ ぐる複雑な観念の表出であ り,社 会により異なった表現をとるのは,価 値

観の相違,強 調点の違いの問題である。重要なのは,男 女関係をめ ぐるイデオロギー

の,あ る特定の側面の強調の問題である,と 【WEINER　 1982]。「精液複合」社会では,

精液の喪失による衰弱に対処するための手段として,直接的な精液の授受を強調する。

ワイナーはさらに,「血液複合」/「 精液複合」 と婚姻形態 との相互関係に注 目する。

「血液複合」社会は花嫁代償の支払いによる結婚を強調 し,あ る種の食物が生命力の

源と考えている。他方,「 精液複合」社会は姉妹交換を強調 し,食 物を生命力の源泉

とは考z..ていない,と 言 うのである[WE-NER　 l982:29]。

　 ワイナーの分類に従えぽ1ベ ダムニ族は姉妹交換(女 性交換)を 強調する 「精液複

23)肉,特 に 豚 肉 を食 べ る こ とに よ り,精 液 や 乳 が増 加 す る と考 え られ て い る社 会 は ニ ューギ

　 ニ ア高 地 に 多 い。 それ に 対 してStrickland-Bosavi地 域 の多 くの社 会 で は,精 液 は他 者 か らの

　 伝 授 に よ って の み 補 充 され る と考}ら れ て い る　[SORUM　 l984;KELLY　 1977;SCxlEFFELIN

　 1976;ERNsT　 1984,1991]。 しか し,パ プ ア ニ ュ ーギ ニア 南沿 岸 部 に住 む 部 族 す べ てに お い

　 て,こ う した 考 え に 基 づ い て,男 性 の 「儀 礼 的 同 性 愛 行為 」 が行 われ て い たか の よ うに,地

　 域 的 特 徴 と して 一 般 化 す る 【例 え ぽWHITEHEAD　 l986:87;FEU,1987:第7章;1,-NDEN-

　 BAUM　 1987;HERDT　 l987:448】 の は 正 し くな い。　 Purari族 とElema族 に は,こ の習 慣 が

　 な か った し[W--.LIAMS　 l969:428,19761,西 部 州Fly川 河 ロ域 に 住 むKiwai族 で も,西 方 の

　 少 数 の 集 落 以外 で は 男性 の 「儀 礼 的 同性 愛 行 為 」 は存 在 しなか った 【KNAUPT　 1990】。
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合」社会の一つということになる。ベダムニ族でも,食 物を与え,受 け取 り,分 け合

い,交 換することは大 きな社会的意味を持っている。とりわけ肉の授受は重要である

が24),食 物が人間の身体の形成にとって重要であると高地社会のようには積極的に概

念化していない点を考慮すると,別 の観点から母方オジとクラソから婚出した女性の

子供の関係にアプローチする必要がある。

(2)骨 と肉

　父系クランの自立性は,先 に指摘したように ドゥヌムニ神話,ト ーテム,土 地,聖

地によって強調されている。こうしたクラン・アイデンティ ティの構成要素は,身 体

を構成する重要な要素の一つである骨の概念を基軸として体系化されている。

　骨は父の精液により形成され,誕 生後も成長を促進する手段として父から精液を受

け続ける。死後 も骨はクラソの土地内に保管される。「体格が大きい」だけでな く「気

丈である」とい う意味を持つガサ ・バガデgasa　bagadeと い う表現がある。「気丈」

であることは,ベ ダムニ族の男性にとり,姉 妹や妻を守 り,復 讐をし,ク ラソにとっ

て利を獲得す るために不可欠な気質である。ガサとは 「骨」,バ ガデは 「大 きい」と

いう二つの単語から構成されている。父の精液から形成される骨は,身 体の成長のみ

ならず,気 質についてのイディオム表現にも関わってお り,ク ラソと個人との関係は,

骨の観念 とその取 り扱いの中に表象されているのである。

　同じ父母から生まれた兄弟姉妹は同じ身体構成要素を持つ。つまり,父 の 「骨」 と

母の 「肉」である。姉妹は婚出し,他 のクラソの成員 となる子供を産む。その子供に

とって母方親族は集団として現われ,自 分の肉体は母親のクラソに由来 し,母 親の兄

24)男 子成人儀礼の際に殺す豚を,デ ィアルマdialu〃:a(あ るいはブサギbusagi)=[頭+前

　 足],ハ ゴモhago〃10(あ るいはソゲアsogea}=[下 顎 から胸部],バ ダギbadagi=[後 ろ足],

　 バ ーギba:gi=[肋 骨+背]に 切 り分け,そ のほとんどを過去に受け取った同じ部分の返済に,

　 あるいは将来の返済を期待して贈 る。その相手は,母 方親族や姻族などのウダ ・ラース ・ク

　 ラソの成員に限られていないが,圧 倒的にこの関係において贈答交換が行われている。「フ

　 ィーの肉は食わない」とも言われるが,豚 肉のフィー内での分配 ・共食,ウ ダ・ラース間で

　 の贈答交換を一般化することには慎重であるべきであろう。例えぽ,別 の村から三人の若者

　 がNomadへ 行 く途中で私の村に立ち寄った時,私 の村のある男が豚肉の小片をその若者た

　 ち一人一人に与えた。彼らは,そ れぞれに自分の豚肉の小片をさらに3等 分 し,互 いに交換

　 して食べた。三人はそれぞれ別のクランに属 し,一 つのクランは他の二つのクランとウダ・

　 ラース関係にあ り,後 者二つのクランはフィー関係にあるとされている。肉片を三人に与え

　 た男は,前 老の若者 と後者の うちの一人が属する二つのクラソとはウダ ・ラース関係にある

　 クランの成員であ り,後 者の他の一人の者のクランとはフィー関係にある。 この例では,フ

　 ィーとウダ ・ラースというクランレベルの関係枠を越え,分 配 ・共食によって個人レベルで

　 の関係を強めようとする意図が働いている。また,後 に述べるように 「フィーの肉は食わな

　 い」の 「肉」には,人 間の肉も含まれる。Wagnerは,　 Daribi族 における同様の問題につい

　 て述べている 【WAGNER　 1967:第6章 】。
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弟と同じ 「肉」を持つと考えている。自分の子供およびクラソの同世代男性成員の子

供を同じ関係名称で呼ぶことは,.成員権の背景に精液の授受の流れに沿 う 「骨」の形

成があるのと同じように,姉 妹の子供を 「私の子供」と呼ぶ背景には,「 肉」の形成

があるように思える。

V.生 活世界の構成

1.物 質界 と霊界

　ベダムニ族の人hは,人 間を含めたあらゆるものは,物 質的と霊的な二つの存在形

態を持つ と考えている。すべてのものは魂(ア ス リブ)を 持ち,魂 は人間の 目に見え

ない霊界を活動領域としている。この霊界は,人 間が生活 している領域 と空間的には

重ね合わ さっている。しかし,同 一空間にありながら物質界と霊界は異なる領域であ

ると人々は認識 している。物質界から見た場合,霊 魂が住むのは特定の森,樹 木,川

の深みなどである。二つの領域の相互関係は,一 方の領域の結果が,何 らかの形で他

方の領域に現われるとい うものである25)。

　邪術師の活動は霊界領域のものであ り,そ れを見ることのできるのは主 として霊媒

師である26)。彼の魂が物質界の肉体を離れ,霊 界に赴き,自 ら直接に,あ るいは自分

と自然霊の女性との間にもうけた子供(ゲ サ ミ・マーノgesami〃za:no)を 通 じて間

接的に,邪 術師の活動を知ることができる。時には,霊 媒師以外の人でも,夢 の中で

邪術師の活動を目撃することがある。男性の邪術師は,そ の犠牲者の身体を切 り開き,

肉や内臓を食ってしまった後で,再 び切 り口をきれいに縫い合わせ,犠 牲者を正気に

戻す。しかし,そ の者は数日の うちに死んでしまう。ある者が突然死んだ場合に,そ

の死を男の邪術師の仕業と考えるのが一般的である。人hは,邪 術師がカニバ リズム

により犠牲者を殺す ことを知っているが,目 撃 した者は誰もいない。それは,こ のカ

25)ベ ダムニ族は物質界と霊界に相当する語彙を持 っていない。 しかし,彼 らは物質的に存在

　 する自分達に影響を与える霊魂や邪術などの力が,直 接体験することのできない領域で発動

　 してお り,霊 媒師が交霊会や夢の中でのみこれらの力の源泉を知ることができると考えてい

　 る。霊媒師以外の者も,時 には夢の中で霊界の様子を知ることもある。ベダムニ族の夢の体

　 験 と世界観との関係については林[1995】 参照。
26)人 間 に災厄をもたらす存在を一般にフィオfioと 呼び,こ れには邪術師と自然界の悪霊が

　 含まれる。男の邪術師(ワ ームニw記 〃2〃〃')は ガ ビgabiと 呼ぶ乳白色の石を用いて邪術を

　 行 うこともあると言われている。このガビは,活 動する時子供の姿をしているとも言う。女

　 の邪術師(ヤ ーゴノya:gono)は,自 分の霊界の子供(ヤ ーゴノ ・マーノya:gono〃ta:no)

　 を使って邪術をかけるとも言われ,こ の霊童は蛙や蛍や蝉その他の昆虫や小動物の姿をとる

　 こともある。悪霊 と邪術に関しては,近 く別稿を予定 している。
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ニバ リズムの行為が霊界で行われるためである。邪術師が犠牲者に何をしたかを見る

ことはできないが,そ の結果は物質界において,そ の者の死 として起こる。

死んだ人間は,霊 界においては生きていた時 と同じ姿をしているが,生 きている人

間に とっては,鳥 獣の姿 として見え る。その鳥獣 を撃ち殺す ことので きるのは,そ の

死者に とってのウダ ・ラースの クランの者だけである27)。ベ ダムニ族における物質 界

と霊界の相互関係を詳 しく見るには,夢 と霊媒師の活動について述べなけれぽならな

い。しかし,こ こでは普段の夢の解釈や,交 霊会での霊媒師による邪術師や霊の活動

の描写,霊 媒 師が特定の季節にだけ見 る夢の語 りの中に,豊 かなイ メージや象徴 とし

て現われてい ると述べ てお くに留め る28)。ここで注 目したいのは,フ ィー とウダ ・ラー

スの対立と物質界 ・霊界の補完的対立の複合の様子である。

2.肉 の供給 と消費

かつて邪術師が処刑 された場合,そ の邪術師が帰属するクラソの成員あるいは 「キ

ヨウダイ」 クラ ソの成 員,す なわち フィーの成員は,そ の死体 を食料 として,通 婚関

係にある ウダ ・ラースに与 えた。つ ま り 「フ ィーの肉は食わ ない」で,肉 の供給 を ウ

ダ ・ラースから受けたのである。 クラ ン成員の身体 の 「肉」は,ウ ダ ・ラースか ら嫁

いで きた女性 に よって与え られ るが,カ ニバ リズムで消費 される肉も ウダ ・ラースか

ら供給 されたこ とになる29)。霊 界 で犠牲者の肉を食 した邪術師に対 しての報復 は,物

質界においてその邪術師を殺 し,死 体を ウダ ・ラースに贈 り,カ ニバ リズムで消費 さ

せ る ことに よって達成 された。結婚 とは,女 性を媒 介 として他の クラソの成員の 肉体

27)　 この物質界と霊界の二つの領域の一方での出来事が,他 方の領域に反映するという考えは,

　 Strickland-Bosavi諸 族に共通に見られる。　Kaluli族 に関してはSchieffelin【1976:特 に第5章,

　 1977,1979】,Samo族 に関 してはShaw[1990:特 に第6章1,　 Gebusi族 に関してはKnauft

　 【1985】,Kamula族 に関してはWood【1982:特 に第7章,第8章 】などを参照。

28)霊 媒師による夢の語 りガラは,主 食であるバナナの端境期で雨期の始めの時期である5月

　 ごろに,そ の夢を見た霊媒師によって最初に行われる。ガラとは霊媒師の睡眠中に彼の魂が

　 身体を離れ,高 い木の上や,川 の深みなどにある霊の踊 り場に行き,そ こで蛇の霊か ら聞か

　 された話を,目 が覚めてから人々に語るものである。ほとんどの話の登場人物は,若 者(ア

　 イヤリギaiyaligi),若 い娘(ア ーフィニMini)そ して年老いた男(サ ーゴメsago〃:e)の 三

　 人である。話によっては,ヒ クイ ドリや蛇 ・蛙に変身する(あ るいは,そ れらが変身 した)

　 老女が登場したりもする。その語 りを聞いた人々が,他 の村を訪れた時や,他 村からの来客

　 があった時などに語 り伝え,次 第に村から村へと伝播 していく。その年の新しい夢ばか りで

　 なく,過 去に霊媒師により語られた夢も,こ の季節に語られる。聞き手のほとんどは男性で

　 あるが,女 性がこの語 りの場から排除されているわけではない。筆者が採集したガラの中に

　 は,女 性によって語 られたものもある。Strickland-Bosavi地 域の他の言語集団において,ベ

　 ダムニ族のガラに相当する語 りについての報告はこれまでない。21)を も参照。

29)　 Etoro族 における邪術 と親族関係上の距離との関係の問題を身体構成理論に基づいて論 じ,

　 Kellyの 研究を批判 したMimica【1980】 参照。
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を形成す るものである。特定の食物が身体の構成要素 あるいは生命 力の源 と考 えてい

る高地社会 と異 な り,ベ ダムニ族は精液の洞渇は精液 の補充に よ り直接回復 しなけれ

ば ならない,と 考 えてい る。 つ ま り,失 った ものはそれ と同 じものによって しか置 き

換 えることはできない,と い う観念が働いているのである。豚 の左足 の肉を貰 った者

は,い つか必ず その与え手に豚 の左足 の肉を返 さなければな らない。花嫁代償 を提供

す ることで女性 との結婚が可能 となるのではな く,別 の女性 と交換す ることに よって

可能 とな る。そ して,霊 界で人間の肉を食 し,犠 牲者 に死を もた らした邪術師は,物

質界 において殺 され,彼 の死体は彼 に とって ウダ ・ラースの者達 に よ り食 される。

　 クラソか ら婚出 して行 った同世代 以上 の女性の息子(ナ スウェビ)の 娘の中で もr

父 の姉妹(ア ワawa)の 息 子の娘 との結婚が理想 と考 えられてい る。父 の母の クラン

の女性 との結　 }す なわ ち父の ビア との結婚は,母 方親族の内部 は性差以外には分節

化 されず,そ の クラソは身体構成要素 としての 「肉」 を供給す る集団全体 として現わ

れ るため,父 の両親の結婚 を再現す るもの とな り,そ の結果 として,父 と全 く同 じ二

つの クランに由来す る身体構 成要素(「 骨」 と 「肉」その他)を 持 った個体を生み出

す ことになる30)。婚 姻の統計的 データに よる と,実 際の父方交叉イ トコの男性の娘 と

の結婚 や,父 の母の クランの女性 との結婚例は少ない。父がオラや アヤ と呼ぶ同世代

の男性 クラ ソ成員は,す べて父 と共に同 じアダ α伽 の カテ ゴ リーに入 り,同 様に父

が アバや アヤと呼ぶ クランのすべての女性が ア ワとな るため,結 婚相手 の選択の可能

範囲はかな り広いのである。ほ とん どの縁組は父親(父 親が死亡 の場合 はそのキ ョウ

ダイ)が と りまとめる。従 って,ク ランか ら婚出 して行 った女性の息子 の娘 との結婚,

父 の母の クラソの女性 との結婚 をベ ダムニ族 の知識 と して捉 えるには,す でに述べた

よ うに,父 親 の視点か らの読み替 えが必要 となる。 この時に重要 なのは,ク ランか ら

婚 出 した同世代以上 の女性の息子(ナ スウェビ)の 娘 と自分 の息子,自 分の母方男性

親族(ダ イヤ/バ ーバ)の 娘 と自分 の息子 とい う縁組みを選好す る背景をなす知識で

ある31)。最 も近 いナスウェビとは姉妹の子供 であ り,先 に述べた ように,ナ ス ウェビ

30)　 隔世代で同じクランと婚姻関係が結ぽれ,そ の結果,同 じ身体構成要素を持つ クランの成

　 員を作るとい う観念は,個 人名の継承や時間認識 と何 らか関連 しているように思 う。個人名

　 は,ほ とんどの場合に隔世代に継承され,死 んだ父の個人名を保持しておき(ガ グスgagusu),

　 息子にその名を与えるのを基本とし,多 くは父の世代の死んだクラソ成員の男性の名前を息

　 子に与えている。女性の個人名もクラン内で隔世代に継承されるのを理想としている。また,

　 生きているクラン成員に同一個人名を持った者が複数いてはならない。時間については,今

　 日(ワ ーリwa:li)を 間にして昨日(ア ヤ の・の と明日(や は りアヤ)が あり,さ らにその前

　 後に一昨日と明後 日(共 にガシダgasida)が ある。

31)　 自分の息子と,ク ランか ら婚出して行った同世代以上の女性の息子(ナ スウェビ)の 娘,

　 または母方男性親族(ダ イヤ/バ ーバ)の 娘との縁組みを選好するが,こ れらの選好の度合

　 の違いについて考察するには,具 体的事例をさらに集めて検討することが必要である。
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は母方オ ジか ら 「自分 の子供」(ナ ・マ ーノ)「 弓を引 く」(ア ス リ)と 呼ばれる(図

1参 照)。 「自分の子供」 とい う呼びかた についてはすでに論 じたので,次 に 「弓を引

く」 とい う呼称を考 えてみたい。

3.性 と狩 猟

　男女の性をめぐる表現と狩猟や漁撈 をめ ぐる表現には,互いに隠喩的なものがある。

慣用句 として定着 しているものもあるが,と っさの思いつきで口に出し,聞 く者にと

っては状況判断からわかるとい うものもある。い くつか例を示してみることにする。

　 自分の娘を嫁にやる考えがあることを示す時に,「アスニasuniを 研 ぐ」 と言 う。

アスニとは矢の一種で鳥を撃つのに用いる。ある村のロソグハウスで行われた ゴセ

イ ・ダンスの最中,あ る男が 「ダイヤ(母 方オジ)よ,俺 はアスニを研いでいるよ」

と,喧 騒の中,大 声で叫んだ。矢を研 ぐ行為はそれを用いる準備,こ の場合は 「鳥を

撃ちに行 く」準備をしていることであるが,そ れを言葉で表現すると,自 分の娘の縁

組の意向を示す。

　次のような言語表現の例も,性 と狩猟との密接な関係を示唆している。ロソグハウ

スの中で,ダ ンスが一晩中続いている時,集 まった男達は多くの冗談を大声で交わ し

ていたが,そ こでのや り取 りの一つに次のようなものがあった。「　 　 はどこへ行

った?」 「繁みの中へ行 った,い まにヒクイ ドリの足を抱えて帰って来るよ」。すると

ロソグハウス内に爆笑が起きた。ここでは女性 との性交が示唆されている。

　また,あ る男が ヒクイ ドリー羽を仕留め,そ れを担いで帰 って来た。あま りに重い

ので,村 の近 くにいったん獲物を下ろし,村 に入って来て,ま だ幼い息子に 「お前の

かみさんとやってしまった」と言った。言われた息子はその意味を理解 してかどうか,

にやにや笑っていたが,男 の弟がそれを聞きつけ,大 笑いしながら獲物のヒクイ ドリ

を取 りに,早 足に男に付き添って行った。

　結婚や性交などの男女の関係について,男 達が用いる隠喩表現には,圧 倒的に鳥の

狩猟と関連するものが多い32)。女性の個人名には鳥や魚の名前に由来するものがかな

りある。例えば,私 の住んでいた村にはサゴロメという名の女性がいた。この個人名

はゴクラクチョウ(sa:golobo)Y'由 来 している。また,ア パ ソabasoと いう小型の

魚に由来するアバ ソメとい う名前の女性もいた。罠を用いない狩猟や漁撈 は男性だけ

がたずさわる生業活動であるが,性 差に基づいた生業の分担 という以上に,狩 猟活動

32)ベ ダ ム ニ族 では,ヒ クイ ドリ(ウ ィ ー ダw湿 の は 空 を飛 ぽ な い た め,鳥(シ オS10)の 範

　 疇 に入 らな い。 「ウ ィ ー ダは ウ ィー ダだ 」 と彼 らは 言 う。
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や漁撈活動 と男女の関係を結びつけてイメージする傾向があると言える33)。

　ベダムニ族の漁法の一つに,植 物の根や外皮からとった毒を川に流して魚を捕る魚

毒漁がある。ハノ ・ゲゲイhano　gegei(hano=水 あるいは川,　gegei=戦 い)と 呼ぶ。

伝説の中には,こ の魚毒漁の様子を,水 中の魚の世界からの視点で描いているものが

ある。その世界では,魚 は人間の姿をしてロングハウスに共同で住み,ベ ダムニ族と

同様の生活を している。突然敵が攻めてきて,ロ ングハウスの住人が皆殺 しにあ う。

これは,か つて人間の女 として,男 と結婚 していた雌の魚を,そ の夫であった男が捜

すために,他 の男達と共に川に毒を流 し,多 くの魚を殺 した時の様子なのである。川

に流した毒は,魚 の世界では敵の襲撃として映るわけである34)。狩猟や漁撈 の対象で

ある動物や鳥そ して魚は,霊 界においては,人 間の姿をし,人 間と同じ生活を してい

る,と考えられている。川に毒を流すに先立ち,戦 闘の装束をまとったグループのリー

ダーが川の中に立ち,矢 を両手で持ち,股 間に当て,そ れを水中に何度か突 く仕草を

する。 グループの他の者達はそれをはやしたてる。男性の行 う魚毒漁(水 中の魚の世

界への侵略)は,魚 の世界では敵の襲撃 として発生し,男 性はそれを性交渉の模倣 と

して演ずるのである。 この漁法は,男 性のみからなるグループにより行われ,女 性は

これを見ることすらタブーとされている35)。

　男性は,ク ランより婚出して行った同世代以上の女性の息子(ナ スウェピ)に 対し

て,そ の娘を自分の子供の世代の男性成員の嫁として要求する権利を持っている。こ

の権利は,「骨」 と 「肉」に代表される身体構成要素を自分と分け合っている姉妹の,

その息子に対 して最も強 く主張できる。ここに働くのは,互 酬的交換の論理である。

つまり,ク ランは,他 のクラソの女性が婚入 して来て子供を産むことで成員を補充 し

ていくわけであるが,こ の女性の所属するクラソは,自 己のクラソから婚出した女性

成員の嫁ぎ先である。言い換えると,身 体構成要素 としての 「肉」を,自 己のクラン

から供給された男性,す なわちクランより婚出 して行 った女性の息子に対 して,そ の

33)女 性達も同様な隠喩表現を用いているかについては不明である。ただ,妻 は自分が妊娠し

　 たことを夫に告げる時,「 あなたが撃 った鳥を私は食べない」と言 う。
34)魚 の女を姿ったのは,あ るクラソの霊媒師であ り,魚(人 間の姿をしたものとして描かれ

　 るが)の 世界での戦闘場面は,彼 が 目撃 したものとして語 られる。すでに述べたが,霊 媒師

　 は自然霊の女を妻とし,そ の間に子供(霊 童)を もうけることで霊媒師となる。この伝説に

　 登場する霊媒師の二人の息子は,後 半の展開ではウナギに変身する。また,別 の伝説は,こ

　 の霊媒師のクランの子孫が魚のような歯を持つようになったと伝えている。
35)多 人数を動員し,大 きな川で魚毒漁をする場合には,そ の前夜に交霊会が開かれる。計画

　 されている漁が成功するか どうかがわかるという。明らかに失敗ということになると,漁 は

　 中止される。また,実 施される場合にも,参 加してはならない者が示される。魚毒漁の前の

　 数 日間は女性との性交(ラ ボニ ・ヤーベlaboni　 ya:be)は 禁 じられている。戦闘に行く時や

　 交霊会の開催についても,性 交は同様に禁止されている。
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娘を クラソの男性成員の嫁 として要求するのである。また,自 己の身体を構成す る

「肉」の源となるクラソ,つ ま り母親の クランに対 しては,自 己の娘を嫁がせ,そ の

クラソの成員を産むこと,言 い換えれぽ,そ のクランの新たな成員の 「肉」を提供す

ることが期待されているわけである。 クランから婚出した女性の息子を 「弓を引 く」

と呼ぶことは,そ の娘を要求する権利を,狩 猟のイディオムを用いて表現するもので

あ り36),すでに指摘 したように,性 をめぐる表現と狩猟をめぐる表現には,相 互に隠

喩的に用いられるものが多 くあった。 これらの条件を考え合わせると,鳥 獣あるいは

魚が人間の姿を し,人 間と全 く同 じ生活をしている霊界と,人 間が肉体をもって生 き

ている物質界 との接点は生業活動では漁撈や狩猟であり,物 語の中では人(男)と 魚

(女)と の異類婚であると言える。

V[.お 　 わ 　 り　 に

　ガウィア関係は,共 通するクランを母方親族とする者同士,す なわち,同 一のクラ

ンの男性成員をダイヤ/バ ーバと呼ぶ者同士である。このことは,シ ョールムの指摘

するように,同 じクラソの成員の関係をより親密なものとすることになるが,異 なる

クラソ間に多 くのガウィア関係があったとしても,そ のことが両 クラソはクラソ全体

の結婚を禁 じるフィー関係にあることを意味するのではない。 ガウィアとは,ベ ダム

ニ族の知識では 「母親のクラソが同じ」であ り,「同一のクラソの男性成員をダイヤ/

バーバ と呼ぶ」人hの 関係である。そ して,男 性の場合には,こ の共通するダイヤ/

パーバから 「私の子供」あるいは 「弓を引く」と呼ばれ,自 分の娘を嫁がせることが,

共に期待されている者同士である。

　 自己の身体は,「骨」に代表される父親からの硬質部分と,「肉」に代表 される母親

からの軟質部分から構成されている。そして,父 系制は 「骨」の隠喩で概念化 されて

いるのに対 して,ウ ダ ・ラース関係すなわち女性交換関係は,個hの 男性成員にとっ

て,自 己の 「肉」授与者である母方親族に対 して,彼 らの新たな成員の身体の 「肉」

を形成するために,自 らが 「肉」授与者 として娘を嫁がせることが期待される。また,

自分のクラソか ら婚出した女性を通 じて,身 体構成要素 としての 「肉」を提供 したク

ラソに対して,互 酬制の規則に従って,女 性を要求するという形で経験 される。ガウ

36)筆 者は調査中に,ベ ダムニ族の男性がクランから婚出 した同世代以上の女性の娘をアスリ

　　(弓を引 く)と 呼ぶのを聞いたことがない。この用法が適用されるのは,婚 出した同世代以

　 上の女性の息子だけであるように思 う。
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イアは,女 性を通 じて同じクランより身体の 「肉」の供給を受けた者であ り,そ の共

通する母方親族の成員を呼ぶダイヤとバーバという関係名称は,両 方 とも水面や鏡へ

の反映や陰影を指す単語であることも興味深い。言い換えると,「同 じダイヤ/バ ーバ

を持 っている」ということは,「肉」に代表される身体構成要素を提供 してくれた母

方親族を共有としているとい うことでもあり,同 じ 「影」を持っているということで

もある。

　通婚関係にあるウダ ・ラースに分類されながら,自 己のクランから婚出した女性の

子供や母方親族,そ して母方親族を共有するガウィアとの個人 レベルでの結婚の禁止

の背後にも,身 体構成要素 としての 「肉」を共有 しているという認識がある。ショー

ルムが述べるように,あ るクランにとってのフィーとウダ・ラースを構成する個々の

クランは,婚 姻の結果として変化する可能性を持つ。 しか し,彼 が論を展開しなかっ

たフィーとウダ ・ラースの集団概念そのものは,身 体構成要素としての,ま た食料と

しての,そ して狩猟や漁撈 活動の対象としての 「肉」の概念と結びついていることを,

本稿では示 しえたと考える。

　ベダムニ族の生きている世界は,物 質界 と霊界の二つの領域から構成されてお り,

一方の領域での出来事は,他 方の領域に反映するという考え,特 に狩猟や漁撈 活動が

男女関係や戦闘の隠喩として表現 され,人 間の死霊である鳥獣を仕留めることができ

るのは,そ の死者にとってのウダ ・ラースの成員に限られる。この考えなどは,親 族

関係を扱 う際の視野の拡張を要求するデータと言える。つまり,ベ ダムニ族が,婚 姻

とい う社会関係をフィーとウダ ・ラースの対立 として概念化 し実行 している仕方は,

彼らの世界観の一面を表象しており,身 体構成要素,生 業活動,霊 魂の活動などの観

念と関連 した現象なのである。

　ニューギニア社会の研究では,女 性の交換 としての婚姻,死 の交換としての戦争,

そして食料 としての肉の交換などが,こ れまでも重要なテーマとして取 り扱われてき

た。ベダムニ族の親族組織を含めた社会構造 と世界観の関係も,二s一 ギニア社会に

広 く見られる 「分け合 う」ことと 「交換する」ことをめぐる問題につながっているよ

うに思える。その方向での展開は今後の課題としたい。
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